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2014 年 04 月 13 日 

 

 

 

はじめに 

 

この冊子は持続可能な社会を開く決断科学大学院プログラムの教育の目的・内容・履修規

則、および履修方法について説明するために作成されたものです。不明な点があれば、決

断科学プログラム専任教員、決断科学プログラム支援室（箱崎キャンパス内・産学連携棟

Ⅰ）にお問い合わせください。 

 

また、下記の履修要項（4/13 版）には、講義内容などにおいて細かい修正が今後入る可能

性があることにご注意ください。
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ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐╟╡₈ ∆═⅝ ₉ 

 

 われわれ人類はいま、地球環境と文明社会の持続可能性という大きな課題に直面してい

る。そして、気候変動・市場のグローバル化・途上国での人口急増と先進国での人口減少

などの地球環境と国際社会の急速な変化の中で、さまざまな決断に迫られている。このた

め、科学を基盤としてこれからの時代を牽引するグローバルリーダーには、専門分野にお

ける世界でトップレベルの研究業績に加え、自然科学・社会科学を統合した問題解決型の

新しい科学（統域科学 trans - disciplinary science ）を開拓し、適確な決断を通じて人類

社会の持続可能性達成に大きく貢献する能力が求められる。 

 本プログラムではこの要請に応えるために、地球環境と人類社会の持続可能性に向けて

のオールラウンド型科学として、「決断科学」(decision science) を開拓する。決断科学と

は、さまざまな不確実性の下で、価値観の多様性を考慮しながら最善の決断を行い、その

決断を成功に導く方法論に関する科学である。この新たな科学は、複合的で不確実性を持

つ現象についての洞察と俯瞰的理解、不合理性を伴う人間行動・心理の体系的理解、およ

び地球環境と人類社会が直面する諸課題についての統域的理解によって成り立つ。この決

断科学に関する教育・研究・実践を通じて、地球環境と文明社会の持続可能性を切り開く

グローバルリーダーを育成することが本プログラムの使命である。 

 言うまでもなくグローバルリーダーは、人類的課題の解決に対する強い使命感を持ち、

多くの人から信頼される人格を備えなければならない。また、決断を成功に導くためには、

説得力のある目標を提示するとともに、チームメンバーの熱意と創造性を引き出し、目標

達成に向けての協働作業を組織する能力が必要とされる。このような資質をはぐくむため

に、地球環境・人類社会・人間行動についての体系的な理解に加え、国内外の現場で企業

や行政とも協力しながらチームワークで問題解決に取り組む実践経験を積み、知識・経験・

指導力・決断力を兼ね備えたリーダーを育てる。 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∂≡ ╡ ╗₈ ∆═⅝ ₉ 

 

本学位プログラムでは、「地球環境と人類社会の持続可能性に向けて取り組むべき重要課

題」として以下の５課題を選定する。これらの課題解決をめざすプロジェクトに参加し、

現場経験を積みながら、課題解決型の科学を実践的に学ぶ。 

 

①環境（環境保全）：地球環境変動に対する対策をとり、生物多様性などの自然資本の劣化

を防ぐ。食糧生産・エネルギー供給と環境保全の両立を通じて、持続可能な環境利用を実

現する。 
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②災害（防災・復興）：災害時の被害を最小化し、災害に対する復興力の高い社会システム

をつくる。 

③健康（健康改善）：高齢化社会（先進国）、人口急増社会（発展途上国）双方における健

康の改善をはかる。従来の医療の枠組みを超えて、社会的な健康管理システムを確立する。 

④統治（ガバナンス）：縦割りを打破し、法律・制度・経済のよりよいガバナンスを確立す

る。（法的拘束力または上位圧力を行使して統治する「ガバメント」に対して、集団が自ら

を円滑に統治することが「ガバナンス（統治）」である。 

⑤人間（人間の社会的協力）：人間をよりよく理解し、社会におけるさまざまな対立・不安

を解消し、多様な価値観を持つ市民の協力・協働を発展させることによって豊かな社会を

作る。 

 

 

₄ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ₅ 

本学位プログラムでは専門性・学際性・統域性という３つの学識と、国際力・プレゼン

テーション力・研究提案力・指導力という４つの実践的能力を養う教育課程を通じたグロ

ーバルリーダーを育成する。 
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以下の表に授業科目・単位数と本プログラムの修了要件を示す。 

 

ₒ ─ ₓ 

九州大学大学院通則第１８条に基づき、以下のとおりとする。 

〈講義・演習〉 

毎週１時限（２時間）、１学期（15週）の授業をもって２単位とする。 

〈実習〉 

毎週２時限（４時間）、１学期（15週）の授業をもって２単位とする。 

 

ₒ ₓ 

①原則として 2 年次修了までに、主専攻の前期課程修了に必要な単位の修得・主専攻の修

士論文作成に加え、本プログラム必修科目 28単位を修得すること。 

②上記の修士論文に関する内容が国際誌等に掲載されること、及び博士の学位審査までに

その内容を発展させた独創的論文が国際誌等に掲載されること。 

③1- 5 年次にリサーチプロポーザルを提出し、プロポーザルの審査に合格すること。 

④5 年次の前期に学位論文に向けた研究達成状況に関するプレゼンテーションを実施し、デ

ィフェンス（DF）を通じて、Ph.D. candid ate の資格審査に合格すること。 

⑤修了の基準：主専攻の後期課程修了に必要な単位の修得に加え、本プログラム必修科目

70単位（①の 28単位を含む）、選択科目 10単位以上を修得すること。 

 

なお、選択科目以外の科目は、全て必修科目である。  

  

 

Research Design( ) 2  

 

TED I( ) 2  

Technical Writing I( ) 2  TED II( ) 2  

Technical Writing II 2  TED III 2  

Technical Writing III 2  TED IV 2  

Ph.D. Research 2  TED V 2  

 

I( ) 2  

 
 

 

I( ) 2  

II( ) 2  II( ) 2  

III  2  III 2  

IV  2  IV 2  

V 2  V 2  

 

I( ) 2  

 
 

 
 

 
I( ) 2  

II( ) 2  II( ) 2  

I 2  III 2  

II 2  IV 2  

III 2  V 2  

 

( ) 2  

 

I 2  

I 2  
(2 ) (2 ) (2

) (2 )                

 

( ) 2  

I 2  

II 2  

  2  
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ₒ ₓ 

九州大学大学院通則第２１条に基づき、以下のとおりとする。 

① 履修した各授業科目の合格又は不合格は、試験又は研究報告等により評価する。 

② 各授業科目の成績は、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの４種の評語をもってあらわし、Ａ、Ｂ及び 

Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。 

③ 合格した授業科目については、所定の単位を与える。 

④ 各評語の点数は以下のとおりとする。 

Ａ：８０～１００点 

Ｂ：７０～７９点 

Ｃ：６０～６９点 

Ｄ：０～５９点 

 

ₒ ₓ 

各科目の履修内容は以下のとおりである。 

 

 

 単位  

Research Design 2 M1 

研究計画・実験計画法の基礎を学ぶ。外国人教員による講義。平成２６年度は後期開講。 

Technical Writing ⅠⅡ/Ⅲ 各 2 M2/D1/D2 

外国人教員により、英語論文作成法と学術英語を学ぶ。 

Ph. D. Thesis 2 D3 

研究成果と習得した専門的知識に基づくプレゼンテーションとディフェンスにより、専

門分野において説得力のある議論を英語で展開できるスキルを習得する。 

 

 

 単位  

問題解決セミナーⅠ～Ⅴ 各 2 M1～D3 

問題解決を志向した学際的共同研究プロジェクトの展開に必要な学際的知識を学ぶ。 

なお、海外実習および国際共同研究Ⅰ、国内実習は問題解決セミナーを履修したモジュ

ールで履修することとする。（所属モジュールは博士課程に移行した際に再分属を行う。） 

 

 

 単位  

統域学演習Ⅰ 2 M1 
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統域科学演習 I (2)：統域科学の基礎として、確率・統計の基礎知識（一般化線形モデル、

ベイズ統計など）、R プログラミング、GIS（地理情報システム）と地図化の技法につい

て学ぶ。集中講義にて開講。 

統域学演習Ⅱ 2 M2 

統域科学の基礎として、人間科学の知識（行動生態学、社会心理学、ゲーム理論、行動

遺伝学、認知科学など）、および情報科学の基礎（ビッグデータの解析法を含む）を学ぶ。

集中講義にて開講。 

決断科学セミナーⅠ/Ⅱ/Ⅲ 各 2 D1/D2/D3 

決断科学の教科書作成を通じて、新しい分野を体系化する方法を学ぶ。I では、意思決

定に関する医学・環境科学・心理学などのこれまでの研究をレビューする。II では、対

策（選択肢）の探索に関する発見科学的研究の成果、対策の実行に関する経営学・心理

学などの研究成果をレビューする。III では決断に関する知識を体系化し、教科書を分担

執筆する。 

 

 

 

 単位  

海外実習 2 M1 

カンボジア、バングラデシュ、タイ、韓国のいずれかを訪問し、共同研究プロジェクト

における現地調査に参加し、共同研究の目標と方法について学ぶ。 

国際シンポジウム 2 M2 

国際シンポジウムを企画・運営する。 

国際共同研究Ⅰ/Ⅱ 2 D1/D3 

問題解決型の国際共同研究に参加し、チームの一員として調査研究に携わるとともに、

共同研究に参加する企業・行政の活動について学ぶ。 

海外研修 2 D2 

海外の研究拠点を訪問し、セミナーを行い、国際的な人脈を形成する。 

海外実習および国際共同研究Ⅰ、国内実習は問題解決セミナーを履修したモジュールで履

修することとする。 

 

ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi  

 単位  

TED 演習Ⅰ～Ⅴ 各 2 M1～D3 

①主専攻での研究に関連する発表、②モジュールで取り組むテーマに関連する発表、③

持続可能性に関する任意のテーマについての発表・意見表明を英語で行ない、非専門家
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にもアピールするプレゼンテーションのスキルを学ぶ。各年次に以下の目標を達成する。 

1 年次：専門的問題提起力（専門的課題に取り組む視点・仮説・方法を分かりやすく説

明できる） 

2 年次：専門的成果発信力（成果は、私たちにどんな価値をもたらすかを分かりやすく

説明できる） 

3 年次：学際的問題提起力（学際的課題に取り組む視点・仮説・方法を分かりやすく説

明できる） 

4 年次：学際的成果発信力（学際的成果が問題の解決にどう貢献するかを分かりやすく

説明できる） 

5 年次：統域的展望力（持続可能な社会に向けてのビジョンを分かりやすく説明できる） 

 

 

 

 単位  

リサーチプロポーザル演習Ⅰ～Ⅴ 各 2 M1～D3 

日本学術振興会特別研究員・民間助成制度・学内助成制度に応募する経験を通じて、説

得力のある研究計画を提案し、研究資金を獲得するスキルを学ぶ。 

 

 

 単位  

組織研修ワークショップⅠ～Ⅴ 各 2 M1～D3 

合宿形式のワークショップを企画・運営する過程を通じて、「どうすれば指導者として成

長できるか」「組織をうまく運営するにはどうすればよいか」「どうすれば適確な決断が

できるか」という３つの基本課題について学ぶ。 

 

 

 単位  

決断科学特別講義 I -V 各 2 M1～D3 

企業・行政・NPO における決断の実際とその一般化について学ぶ。決断科学国際セ

ミナーI -V（各 2）：決断プロセスに関する海外の先端的な研究について学ぶ。 

決断科学特別セミナーI -V 各 2 M1～D3 

決断プロセスに関する海外の先端的な研究について学ぶ。 

決断科学特別演習（プロジェクト Y） 各 2 M1～D3 

環境・災害・健康・統治・人間科学に関する学際的知識を、調査研究や問題解決の過

程を通じて学ぶ。 
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志教育 2  

[九州大学大学院共通教育科目]：ビジネスリーダーに必要とされる志について学ぶ。ア

ントレプレナーシップ入門（2）[九州大学大学院共通教育科目]：「アントレプレナーシ

ップ」とは何かを考え、「アントレプレナーシップ」をもって行動することとはどのよう

なことかを学ぶ。 

九大生よ,ビジネスを学ぼう 2  

[九州大学大学院共通教育科目：企業の組織や機能についての本質を把握する。それを通

じて、何をすれば人より優れたことが出来るかを発見して、積極的な生き方をする手掛

かりを与える。また起業・新事業開発の実際を学び、これらに挑戦する手掛かりを与え

る。 

大学院生に対する人間教育 2  

[九州大学大学院共通教育科目]：心身の状態を自ら判断し、良い状態を維持増進して、

自己実現を達成できる力を身につける。 

※上記以外の九州大学大学院共通教育科目の科目についても選択科目として認める。 

※履修登録は、学務情報システム（学生用Ｗｅｂシステム）から申請してください。 

 詳しくは、九州大学ホームページ＞教育＞大学院共通科目 に掲載しています。

（http://rche.kyushu -u.ac.jp/~in -kyotsu/ ） 
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授業開始：4/15－ 

授業終了：8/5－ 

夏季休業：8/14－9/31 

 

 

（セミナー前期スケジュール） 

 

 

問題解決セミナーと決断科学セミナーはともに隔週、入替りで開講する。 

統域科学演習は集中講義形式で夏季休業期間に開講する。 
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（実習年間スケジュール） 

海外実習・海外研修（M1, D2 ） 

担当 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

環境    KH         

災害     IN        

健康    BD        

統治       
対馬+プ

サン     

人間            

 

国際共同研究 I, II (D1, D3)  

担当 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

環境          KH   

災害     IN        

健康          BD  

統治       
対馬+プ

サン     

人間            

 

国際シンポジウム (M2) 

担当 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

環境   どちらか屋久島        

災害     東北       

健康   久山         

統治 八女（時期未定） 

人間     JAXA        

 

KH: カンボジア, ID: インドネシア, BD: バングラデシュ 
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ⱷfi♃כ≤│  

・１人の履修生に２名つく専属教員！ 

・研究面、精神面の両方をサポート 

・リサーチプロポーザル演習の担当教員 

・日常的に研究テーマや進め方を相談できる相手 

・１名はなるべく近い分野から、もう１名は専門と関係なく配置 

※該当分野の教員がいないこともあるので、その場合はご了承ください 

 

メンターは、研究・精神面で、履修生を支えるスタッフですが、専門分野が互いに異なる

三人の集まりになります。主専攻とは少し違ったやりとりを、ぜひ楽しんでください。 

 

どのような場合に利用する制度なのか？ 例えば… 

・リサーチプロポーザル演習時に、直接会い、内容についてやりとりする 

・リーディングの実習や演習、講義内容について気軽な質問や相談をしたい 

・主専攻で取り組む研究や研究生活について、専門外からの意見やコメントがほしい 

・プログラムを遂行する上での悩み、生活していくなかでの個人的な悩みがある 

 

※主専攻で取り組んでいる研究内容を進める際は、主専攻の先生やメンバーと密なコミュ

ニケーションを持つのが第一です。その支援としてメンターを活用してください。 

 

※誰でも質問や相談できるスーパーメンターは、総括モジュールの ⁸ ⁸ が

担当します。お気軽にご相談ください。 

 

 

ₒꜞ◘כ♅ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ─ ╘ ₓ （※自分から動いて進めていってください） 

以下の進め方は例えば、になります。やりやすいように三人で相談しアレンジを。 

１．メンターと互いに顔見知りに 

２．メンターのアドレスや内線番号などの連絡先を把握 

３．学振の締め切り日と提出先分野を伝え、大体のスケジュールを相談 

４．第一回ミーティング（添削した学振書類を持ち寄って意見交換する日）を設定 

↓最終版に向けて、内容＆文章についてブラッシュアップを進めていく 

↓ミーティングの回数は、相談して調節する 

提出（＝単位取得） 
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履修登録は、別紙「履修届」を決断科学大学院プログラム支援室に郵送・学内便・持

参・メールのいずれかにより提出すること。 

なお、大学院共通教育科目は、別途、学務情報システム（学生用Ｗｅｂシステム）か

らの申請が必要になります。 

＜提 出 先＞ 九州大学 決断科学大学院プログラム支援室 

〒812- 8581 福岡市東区箱崎６丁目１０番１号 

産学連携棟I ・3F（箱崎キャンパス） 

電話：092- 642- 2128 ＦＡＸ：092- 642- 4363  

E- mail ：ketsudan@jimu.kyushu- u.ac.jp  

 

＜提出期限＞ 問題解決セミナー開始前 ４月２５日（金）１７：００ 

 

 

 

╡ ─⅔ ™ 

提出物の締め切りは、必ず守ってください！ 

提出時期がばらばらだと、添削や採点を開始できず運営側がぼろぼろになります。また、

４月以降からは、締め切り直後から添削や採点を始めることも多くなります。締め切りま

でに提出できない場合は単位認定に関わるので、メンターや担当教員に早目に相談してく

ださい。 

 



 

◦ꜝⱣ☻ 

 

 Research Design（全モジュール） 

  

 専門性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 各学生のスケジュールに合わせながら検討する。 

 必修 

 2.0 

 外国人教員、メンター、各主専攻教員 

 決断科学大学院プログラム・モジュール学生 

 M1 

 各学生の所属する地区 

 特になし 

 研究計画、実験計画法の基礎を学ぶ。修士、博士課程を通じて研究計画や実験計画を適切に効

果的に立てることが求められる。本授業は外国人研究者や決断科学センターのメンター、そし

て主専攻教員との間での研究計画や実験計画のディベート、ディスカッションを行い、より洗

練されたものにしていくことを目指す。 

─  研究計画・実験計画が適切に立てられること。 

─  外国人研究者や決断科学プログラム教員などに積極的に研究計画の立案に際し、アドバイスを

求める自発性、積極性を養う。 

 （１） 各自研究計画、実験計画の立案を行う。 

（２） 主専攻教員やメンターなどに計画案の相談を行い、それについて討議する。 

（３） センター主催の海外招聘研究員などのセミナーに参加し、積極的に質疑を行う。 

 研究計画、実験計画 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  学生が自発的に研究計画、実験計画を検討、立案、議論を行うこと。 

♥◐☻♩ 特になし 

 特になし 

  

─   

∕─   



 

 (Course name) Technical Writing I（Basic course） 

 

  

 専門性 

 2014 

 (Course period) Summer intensive course 

 (Course date)  August 5-8, 2014 

 

 

Compulsory course 

必修 

Compulsory (required) 

 (Course unit)  2.0 

 (Instructor)  外国人教員 (Andrew Rebeiro-Hargrave, Firouzeh Javadi)  

 (Target 

Faculty)  

決断科学大学院プログラム・モジュール学生 

Students of the graduate program at the Institute of Decision Sciences for sustainable Society (IDS3)  

 (Target grade)  M2 (Optional for M1 and PhD students)  

 (District 

offered)  

箱崎、伊都 

Hakozaki and Ito campus 

  

  

Course description 

英語論文作成法と学術英語を学ぶ。 

The course is designed to help students to develop research design, writing, and presentation skills that 

are essential in the professional world and for future writing projects. The course introduces the 

principles of effective communication. The main modes of communication are written, verbal, and 

visual skills. These are based on formal rules, grammar standards, and formats. This course will prepare 

students to be able to publish their research in thesis dissertation, journal papers and books. 

─  

Educational Goals 

 

Students will gain practical experience in crafting an abstract, manuscript, and presentation and will 

learn how to review articles. In particular, students will learn how to develop their scientific writing 

skills in English. 

─  

Individual learning  

By the end of this course, the students will be able to: 

 1- Approach academic writing 

 2- Write general specific text 

 3- Define problem, process, and solution 

 4- Comment on data 

 5-Write summaries 

 6- Construct research paper 

 7- How to publish 

 8- Present an academic paper 

 

 Four-day course with these components: 

第 1 回：  Course Introduction (course overview, objectives, how to complete this 

          course) (Andrew-Firouzeh); An approach to academic writing (Andrew) 

第 2 回：  Writing general-specific texts (Andrew) 

第 3 回：  Problem, process, solution（Andrew） 

第 4 回：  Data commentary (Andrew) 

第 5 回：  Writing summaries (Andrew) 

第 6 回：  Constructing research paper I (Firouzeh) 

第 7 回：  Constructing research paper I, II (Firouzeh) 

第 8 回：  Constructing research paper II (Firouzeh) 

第 9 回：  How to publish and present an academic paper (Firouzeh) 

第 10回： Workshop I: Discussion on problem definition (Andrew-Firouzeh)  

第 11回  Workshop II: Discussion on method and evaluation (Andrew-Firouzeh)  



 

第 12回  Workshop III: Students' presentation (Andrew-Firouzeh)  

    

 ♪כ꞉כ◐

Key words 

Academic writing, Communication skills, English, Presentation, Publication  

─ ╘  

How to proceed this course 

The course includes a number of writing exercises and move toward peer workshops, in which students 

deliver constructive criticism of one anotherôs work. In workshop, students will define the problem, 

decide methodology and evaluation, and present their outcomes. 

  

♥◐☻♩ 

Text 

Decision science library  

 

Reference book 

Swales J.M. and C.B. Freak. Academic writing for graduate students: Essential tasks and skills. The 

University of Michigan Press 

Turabian K.L. A Manual for writers of research papers, theses, and dissertation, The University of 

Chicago Press 

 

Learning construction 
The course requires constant, careful attention to writing and rewriting. Part of classes will be 

conducted as workshops with writing and presentation exercises, and detailed discussion of the work of 

class members. 

 

─  

The method of test and 

evaluation  

Attendance and workshop presentation  

∕─  Technical writing II, III courses are designed to help PhD candidates for revising the manuscripts by 

collaboration among research advisors, technical writing advisors, and other students. 



 

Four-day intensive summer course 
Course name: Technical writing I  
Date: August 5-8, 2014 
Instructors: Andrew Rebeiro-Hargrave and Firouzeh Javadi 

Program 

Date/Instructor  
10:30-12:00 13:00-14:30 14:50-16:20 

August 5th 

Andrew (A) 
Firouzeh (F) 

Session 1 
Course introduction (F and A), 

An approach of academic  

writing (A) 

Session 2 
Writing  general specific texts 

(A) 

Session 3 
Problem, process, solution 

(A) 

August 6th 

Andrew (A) 
Firouzeh (F) 

Session 4 
Data commentary (A) 

Session 5  

Writing summaries (A) 

Session 6 
Constructing research 

paper I (F) 

August 7th 

Firouzeh 

Session 7 
Constructing research paper I,II 

Session 8  

Constructing research paper 

II  

Session 9 
How to publish and 

present an academic 

paper? 

August 8th 

Andrew-Firouzeh 

Session 10 

Workshop I  
Discussion on problem 

definition 

Session 11 

Workshop II  

Discussion on method 

and evaluation (abstract) 

Session 12 

Workshop III  
Discussion on Studentsô 

presentation  



 

 Technical Writing II, III  

  

 専門性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 曜日・時限を特定しない。 

 必修 

 2.0 

 メンター、主専攻指導教員 

 決断科学大学院プログラム・全学生 

 A グループ（一貫性博士課程 D3-4、3 年制博士課程 D1−2、4 年制博士課程 D2）および B グ

ループ（一貫性博士課程 D 2, 2 年制修士課程 M2） 

 箱崎、伊都 

 Research Design と Technical Writing 1 を受講していること。ただし、本年度についてはこ

の条件を課さない。 

 決断科学センターのメンター、および主専攻教員との間で、論文草稿についての議論を行い、

投稿に向けて改訂を重ねる。 

─  論文執筆能力を習得すること。 

─  （１） 論文執筆能力を習得する。 

（２） 論文を投稿するプロセスについて学ぶ。 

（３） 審査員のコメントにもとづいて論文を改訂する方法について学ぶ。 

 （４） 論文投稿に向けての年間計画を策定する。 

（５） 策定した年間計画にもとづいて、論文草稿の執筆を進め、メンターおよび主専攻指導

教員の指導を受ける。 

  ♪כ꞉כ◐

─ ╘  メールでのコメントと、対面での議論を通じて実施する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時実施する。 

─  論文草稿作成の実績にもとづいて評価する。 

∕─   

 



 

 Ph. D. Research（全モジュール） 

  

 専門性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 各学生のスケジュールに合わせながら検討する。 

 必修 

 2.0 

  

 決断科学大学院プログラム・モジュール学生 

 D3 

 各学生の所属する地区 

 特になし 

 研究成果と習得した専門的知識に基づくプレゼンテーションとディフェンスにより、専門分野

において説得力のある議論を英語で展開できるスキルを習得する。 

─   

─  専門分野で博士論文として問題のないレベルの研究計画、調査・実験、データ解析、論文作成

を行うこと。 

  

  ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ 特になし 

 特になし 

  

─   

∕─   

 

  



 

 

 ꜟכꜙ☺⸗

 問題解決セミナーI（環境モジュール） 

  

 学際性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 講義形式のものは、隔週木曜日（17：30～19：00） 

実習形式（集中的に実施）のものは、相談の上、別途日時を指定 

 必修 

 2.0 

 環境モジュール教員（百村・荒谷・細谷・田中・杉本・鈴木・藤原） 

総括モジュール教員（岩永） 

 決断科学大学院プログラム・環境モジュール学生 

 修士 1 年 

 箱崎キャンパス（講義）、伊都キャンパス（講義及び実習） 

 海外実習（カンボジア）に参加する学生は必ず受講すること 

 カンボジア実習に参加して、現場で起きている問題を様々な側面から把握し、解決方策を探るため

に必要な知識やスキルについて講義を行う。 

─  カンボジアにおけるプロジェクト Z（持続可能な森林利用に向けての選択肢を探索し、実現可能な

最善の政策と、社会的な合意形成の道を探る）を推進するために必要な知識や研究スキルを習得す

るとともに、解決方策を探る。 

─  カンボジアにおいて森林の持続的管理を阻害する問題を把握し、解決に向けて議論するために必要

な基礎知識と研究スキルを習得する。 

 1．オリエンテーション（教員全員）、これまでのカンボジアプロジェクト概要（岩永） 

2．なぜ外部者が地域社会に関わるのか（田中） 

3．自然を基盤とする暮らしの『当たり前』から見た環境問題（田中） 

4．気候・地形・土壌環境から生態系を捉える（杉原） 

5．カンボジアの気候・土壌環境から土地管理方法を考える（杉原） 

6．昆虫から見た生物多様性と人間の影響（細谷） 

7．爬虫類学、特に東南アジアの爬虫類相について（鈴木） 

8．生物多様性の保全とそのための取り組み（細谷・鈴木・荒谷） 

9．質的研究とは何か？（インタビュー、質問票作成の演習）（百村・田中・藤原） 

10．世界の森林の現状と熱帯林の消失（百村・藤原） 

11．熱帯林の所有と地域住民の権利（藤原） 

12．インタビュー結果発表・議論（百村・田中・藤原） 

（集中的に実施、相談の上、別途日時を指定） 

13．伊都キャンパス実習①（土壌調査）（杉原） 

14．伊都キャンパス実習②（生物多様性調査）（細谷・鈴木） 

15．伊都キャンパス実習③（調査のまとめ）（細谷・鈴木） 

［追記］ 

Õ 第 1 回目のオリエンテーションは、問題解決セミナーII と一緒に行う 

、生物多様性と人間の影響、生物多様性の保全、昆虫調査（細谷）、環境と社会、資源の共同管理 ♪כ꞉כ◐

地域社会の再構築（田中）、爬虫類・生物地理学（鈴木）、土壌生態系、物質循環、持続的土地管理

（杉原）、森林政策、熱帯林、森林の保有と権利、地域住民と生計（藤原） 

─ ╘  各教員が専門分野に基づきオムニバス形式で進める。講義に加え、適時実験・実習を行い、内容の

理解を深め、知識の定着を図る。 

♥◐☻♩ なし 

 授業中に適宜紹介する 



 

 随時受け付ける 

─  出席点及びレポートで評価する 

∕─   



 

 問題解決セミナーII （環境モジュール） 

  

 学際性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 講義形式のものは、隔週木曜日（17：30～19：00） 

実習形式のものは、相談の上、別途日時を指定する（集中的に実施） 

 必修 

 2.0 

 環境モジュール教員（百村・荒谷・細谷・田中・杉原・鈴木・藤原） 

総括モジュール教員（矢原・布施・黒江） 

 決断科学大学院プログラム・環境モジュール学生 

 修士 1 年以上 

 箱崎キャンパス（講義）、伊都キャンパス（講義及び実習） 

 問題解決セミナーI を受講し、カンボジア実習に参加済みであること 

 環境モジュールの屋久島プロジェクトに参加して、現場で起きている問題を様々な側面から理解

し、解決方策を探るために必要な知識やスキルについて講義を行う。 

─  屋久島プロジェクト（世界自然遺産地域における生態系の管理と持続的利用）を推進するために必

要な知識や研究スキルを習得する。 

─  屋久島における生態系や自然環境、地域社会を把握し、生態系の管理と持続的利用を阻害する問題

（獣害問題や入山税などの社会的課題）について理解する。その上で、問題解決の方策（環境省・

林野庁・鹿児島県・屋久島町の連携など）を探る。 

 【屋久島実習前】 

1．オリエンテーション（教員全員）、これまでの屋久島プロジェクト概要（黒江） 

2．外部者による地域社会へのかかわりとその問題点（田中） 

3．日本の森林と森林政策の概要、政策課題（藤原） 

4．気候・地形・土壌環境から日本（屋久島）特有の生態系を捉える（杉原） 

5．島嶼における生物多様性とその保全（細谷） 

6．爬虫類から見た外来種問題、特に屋久島において（鈴木） 

7．屋久島実習に向けたオリエンテーション（矢原・布施・黒江） 

（7 月末に集中的に実施、相談の上、別途日時を指定） 

8．伊都実習①（土壌調査）（杉原） 

9．伊都実習②（生物多様性調査）（鈴木・細谷） 

10．伊都実習③（調査のまとめ）（鈴木・細谷） 

【屋久島実習後】 

11．実習レビュー①（昆虫から見た生物多様性と獣害の影響）（細谷） 

12．実習レビュー②（生物調査レビュー）（鈴木） 

13．実習レビュー③（物質循環の観点から獣害の影響を考える）（杉原） 

14．実習レビュー④（世界自然遺産の持続的利用と管理に向けた森林政策）（藤原） 

15．実習レビュー⑤（屋久島の自然と暮らし・社会・文化）（田中） 

［追記］ 

Õ 第 1 回目のオリエンテーションは、問題解決セミナーI と一緒に行う 

生物多様性の保全、外来種、島嶼（細谷）、環境と社会、伝統産業にみる自然と人の関わり、地域 ♪כ꞉כ◐

社会の再構築（田中）、爬虫類、生物地理学（鈴木）、物質循環、獣害、持続的土地管理（杉原） 

森林政策、国立公園、エコツーリズム（藤原） 

─ ╘  各教員が専門分野に基づきオムニバス形式で進める。講義に加え、適時実験・実習を行い、内容の

理解を深め、知識の定着を図る。 

♥◐☻♩ なし 

 授業中に適宜紹介する 

 随時受け付ける 



 

─  出席点及びレポートで評価する 

∕─   



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 

 問題解決セミナーⅠ（災害モジュール） 

  

 学際性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 水曜日（17：30～） 

 必修 

 2.0 

 災害モジュール教員（島谷、大槻、三谷、塚原、鹿島、高尾、佐藤、井手、杉本、厳島） 

 決断科学大学院プログラム 受講生 

 修士課程 

 伊都 or 箱崎  

 プロジェクト Z（国際災害調査、東北復興プロジェクトに参加する学生は必ず受講すること 

 現場で起きている問題を把握し、深く理解するために必要な知識やスキルについて講義を行

う。 

─  プロジェクト Z（国際災害調査、東北復興プロジェクト）を推進するために必要な知識や研究

スキルを習得する。 

─  災害に関する問題を把握し、解決に向けて議論するために必要な基礎知識と研究スキルを習得

する。 

 【現場実習（6 コマ相当）】 

第 1 回：佐賀平野における伝統的治水技術の驚くべき総合性を学ぶ（1 泊 2 日） 

第 2 回：川内川激特事業における合意形成とデザインの技術を学ぶ（1 泊 2 日） 

（島谷、高尾、杉本、厳島、佐藤、井手） 

 

【現場実習に必要な知識等を習得するための講義（9 コマ相当）】 

第 1 回：東日本大震災による津波災害と復旧（島谷、杉本） 

第 2 回：インドネシアにおける津波災害と復旧（杉本） 

第 3 回：中国の水環境の現状と流域管理（佐藤） 

第 4 回：近代以降の河川計画と整備（厳島） 

第 5 回：森林と河川の関係－森林は洪水や渇水を緩和しうるか？（井手） 

第 6 回：信頼関係構築を目指す事業マネージメントの技術（高尾） 

第 7 回：国内外の災害事例とその教訓（塚原） 

第 8 回：東北現地調査結果発表（聴講） 

第 9 回：１年間の総括（学生発表） 

 

※上記授業のうち、現場実習第 1 回及び講義第 1 回、第 2 回、第 8 回については問題解決セ

ミナーⅡと合同で開催する。 

 津波災害、復旧・復興、防災・減災、伝統的治水、水利技術、合意形成、コミュニティ ♪כ꞉כ◐

─ ╘  各教員が専門分野に基づきオムニバス形式で進める。講義に加え、実習を行い、内容の理解を

深め、知識の定着を図る。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける 

─  発表、レポート 

∕─   

 

  



 

 

 問題解決セミナーⅡ（災害モジュール） 

  

 問題解決セミナーⅡ（災害モジュール） 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 水曜日（17：30～） 

 必修 

 2.0 

 災害モジュール教員（島谷、大槻、三谷、塚原、鹿島、高尾、佐藤、井手、杉本、厳島） 

 決断科学大学院プログラム 受講生 

 博士課程 

 伊都 or 箱崎 

 プロジェクト Z（国際災害調査）に参加する学生は必ず受講すること 

 現場で起きている問題を把握し、深く理解するために必要な知識やスキルについて講義を行

う。 

─  インドネシアにおけるプロジェクト Z（国際災害調査）を推進するために必要な知識や研究ス

キルを習得する。 

─  災害に関する問題を把握し、解決に向けて議論するために必要な基礎知識と研究スキルを習得

する。 

 【現場実習（8 コマ相当）】 

第 1 回：佐賀平野における伝統的治水技術の驚くべき総合性を学ぶ（1 泊 2 日） 

第 2 回：東日本大震災被災地の現地調査（2 泊 3 日） 

（島谷、高尾、杉本、厳島、佐藤、井手） 

 

【現場実習に必要な知識等を習得するための講義（7 コマ相当）】 

第 1 回：東日本大震災による津波災害と復旧（島谷、杉本） 

第 2 回：インドネシアにおける津波災害と復旧（杉本） 

第 3 回：東日本大震災被災地現地調査の調査計画立案（１） 

第 4 回：東日本大震災被災地現地調査の調査計画立案（２） 

第 5 回：東日本大震災被災地現地調査とりまとめ 

第 6 回：東日本大震災被災地現地調査結果発表 

第 7 回：１年間の総括（学生発表） 

 

※上記授業のうち、現場実習第 1 回及び講義第 1 回、第 2 回、第 6 回については問題解決セ

ミナーⅠと合同で開催する。 

 津波災害、復旧・復興、防災・減災、伝統的治水、水利技術、合意形成、コミュニティ ♪כ꞉כ◐

─ ╘  各教員が専門分野に基づきオムニバス形式で進める。講義に加え、実習を行い、内容の理解を

深め、知識の定着を図る。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける 

─  発表、レポート 

∕─   

 

 

  



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 

授業科目名 問題解決セミナーI・II （健康モジュール）Problem Solving Seminar I/II  

講義題名  

授業科目区分 学際性 

開講年度 2014 

開講学期 通年（前期・後期） 

曜日時限 隔週木曜日（5 限）注 1 

必修選択 必修 

単位数 2.0 

担当教員 Andrew 、向井、吉田、錦谷注２ 

対象学部等 決断科学大学院プログラム・健康モジュール学生 

対象学年 修士 1 年以上注 3 

開講地区 箱崎または馬出 

履修条件 プロジェクト Z に参加する学生は必ず受講の事 

授業概要 健康モジュールのバングラデシュプロジェクト及び久山町プロジェクトの現場で起きている問

題を深く理解する。 

全体の教育目標 健康モジュールのプロジェクト Z（バングラデシュの無医村地域及び職域（企業健診）におけ

る遠隔医療サービス、もしくは久山町における住民の健康管理について）を推進するために必

要な知識、態度、研究スキルを習得する。 

個別の学習目標 ・疫学もしくは社会学的視点から医療・健康サービスの基本的在り方を説明する。 

・地域環境と住民生活の関連に配慮する。 

・高齢化もしくは無医村などの問題点を把握し、健康管理上の問題点を予測する。 

・医療・健康サービスに関連した問題発見もしくは問題解決プロジェクトを作成する。 

授業計画 （前期期間内）注 4 

1. Healthcare service science健康サービス科学 

2. Noncommunicable disease screening (using the Portable Health Clinic)非伝染性疾患のスクリーニ

ング 

3. What is epidemiology? 疫学について 

4. About the Hisayama Study久山町研究について 

5. Telehealth - telemedice and healthcare from a distance遠隔地医療と情報通信機器 

6. Social business for service sustainabilityサービス持続性のためのソーシャルビジネス 

7. Health issues and measures related to aging society in Japan超高齢社会における健康問題 

8. Unreached communities healthcare (QoS, QoE)無医村における医療サービス問題 

（後期期間内） 

9. Making plan for fieldworkフィールド実習の計画作成 

10. Fieldwork in Hisayama Town フィールド実習（場所：久山町） 

11. Summary of fieldworkフィールド実習のまとめ 

12 Developments in medical sensors used for health check-ups健診用医療センサーの開発 

13 Tour of Kyudai Hospital先端医療施設（九州大学病院）見学（場所：馬出キャンパス） 

14 プロジェクト発表会 1 

15 プロジェクト発表会 2 

キーワード ヘルスサービスリサーチ、生活習慣病、健康診断、疫学、久山町研究、遠隔地医療、集団疾病

管理、超高齢社会、無医村、Telehealth、ソーシャルビジネス 

授業の進め方 教員による講義とそれに基づく演習、実習をおこなう。 

テキスト なし 

参考書 なし 

学習相談 随時 

試験／成績評価の方法 プロジェクトの作成と発表、出席、参加態度（クラスへの貢献度） 

その他  

注１：履修学生と相談の上、変更する可能性があります。It will be amended depending on students.  

注 2：一部、専任教員以外の健康モジュール教員および外部より講師を呼ぶことも予定しています。

Additionally,  other faculty member of health module, and lecturers from outside will appear.  



 

注 3：2014 年度に限り修士 1 年と 2 年以上を同時に実施します。This seminar will be provided to all the 

grades（M1 - D2) only in 2014.  

注 4：初回（第 1 回目）は 5 月 1 日に行う予定です。First class is provided on May 1st, 2014.



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 

授業科目名 問題解決セミナーI （統治モジュール） 

講義題目  

授業科目区分 学際性 

開講年度 2014 

開講学期 通年（前期・後期） 

曜日時限 隔週木曜日 5 限（開講日時は受講生の希望も考慮する） 

必修選択 必修 

単位数 2.0 

担当教員 モジュール教員（出水・花松・鄭・土肥） 

対象学部等 決断科学大学院プログラム・統治モジュール学生 

対象学年 修士１年 

開講地区 箱崎または伊都 

履修条件 海外実習（韓国）に参加する学生は必ず受講すること。 

授業概要 統治モジュールは、持続可能な地域社会のためのガバナンスを、基本的な観点として設定して

います。本セミナーは、具体的な事例を通じ、それを学際的に学ぶものです。 

全体の教育目標 持続可能な地域社会のためのガバナンスという観点から、フィールド（八女・対馬・韓国）で

の具体的な課題探求を通じて「学際性」の基礎を獲得させる。 

個別の学習目標 持続可能な地域社会のためのガバナンスについて、フィールドでの具体事例を通じ、頻出する

課題の所在および利害当事者について概括的・図式的な理解を獲得する。 

さらに国際比較を通じ、普遍的・一般的な観点を獲得するための導入的な視座を形成する。 

授業計画 第 1 回：調査対象の概要把握－八女と対馬（花松・土肥・出水） 

第 2 回：分権論（出水） 

第 3 回：まちづくりと政府・市場・市民（土肥・出水） 

第 4 回：八女市地域概論（土肥・出水） 

第 5 回：人口減少と地域（花松・土肥・出水）  

第 6 回：対馬市地域概論（花松・土肥・鄭） 

第 7 回：中央政府と自治体（土肥・出水） 

第 8 回：過疎とモビリティ（土肥・出水） 

第 9 回：プサン地域概論（花松・鄭） 

第 10回：観光資源と地域（花松・鄭） 

第 11回：まちづくり手法論（花松・土肥・出水） 

第 12回：市民活動論（鄭・土肥） 

第 13回：循環型地域論１（花松・土肥・出水） 

第 14回：韓国の地方自治（鄭・出水） 

第 15回：循環型地域論２（花松・土肥・出水）  

キーワード まちづくり、地域おこし、中山間地域、第一次産業、六次産業化、過疎、人口減少、高齢社会、

景観、モビリティの確保、介護 

授業の進め方 八女・対馬を対象に、（１）事前資料調査と検討、（２）現地調査、（３）事後検討と振り返り、

のサイクルで進めます。 

また韓国の事例との国際比較の観点を加味します。 

テキスト ありません。 

参考書 講義の途中で、適宜紹介します。 

学習相談 専任教員を中心に、随時受け付けます。 

試験／成績評価の方法 レポート 

その他  



 

授業科目名 問題解決セミナーⅡ（統治モジュール） 

講義題目  

授業科目区分 学際性 

開講年度 2014 

開講学期 通年（前期・後期） 

曜日時限 隔週木曜日 5 限（開講日時は受講生の希望も考慮する） 

必修選択 必修 

単位数 2.0 

担当教員 モジュール教員（出水・花松・鄭・土肥） 

対象学部等 決断科学大学院プログラム・統治モジュール学生 

対象学年 修士２年以上 

開講地区 箱崎または伊都 

履修条件 問題解決セミナーⅠ（統治モジュール）を受講したもの 

授業概要 統治モジュールは、持続可能な地域社会のためのガバナンスを、基本的な観点として設定して

います。本セミナーは、セミナーⅠでの基礎を踏まえ、個別の具体的な事例を、さらに掘り下

げ、学際的に学ぶものです。 

全体の教育目標 持続可能な地域社会のためのガバナンスという観点から、フィールド（八女・対馬・韓国）で

の具体的な課題探求を通じて「学際性」の基盤を構築させる。 

個別の学習目標 持続可能な地域社会のためのガバナンスについて、フィールドでの具体事例を、それぞれの関

心に応じて、個別課題ごとに探求する。 

さらに国際比較を通じ、普遍的・一般的な観点を獲得するための基礎的な枠組みを獲得する。 

授業計画 第 1 回：八女市と対馬市の政府構造（花松・土肥・出水） 

第 2 回：八女市と対馬市の財政状況（花松・出水） 

第 3 回：まちづくりと自治体１（土肥・出水） 

第 4 回：まちづくりと自治体２（土肥・出水） 

第 5 回：人口減少・高齢社会・地域経済の変動（花松・土肥・出水）  

第 6 回：人の移動と地域（花松・土肥・鄭・出水） 

第 7 回：公共事業と自治体（土肥・出水） 

第 8 回：買い物弱者問題（土肥・出水） 

第 9 回：境界地域論（花松・鄭） 

第 10回：観光資源と地域（花松・鄭） 

第 11回：地域おこし論（花松・土肥・出水） 

第 12回：住民参加（土肥・出水） 

第 13回：第一次産業と地域１（花松・土肥・出水） 

第 14回：韓国における国－自治体間関係（鄭・出水） 

第 15回：第一次産業と地域２（花松・土肥・出水）  

キーワード まちづくり、地域おこし、中山間地域、第一次産業、六次産業化、過疎、人口減少、高齢社会、

景観、モビリティの確保、介護 

授業の進め方 八女・対馬を対象に、（１）事前資料調査と検討、（２）現地調査、（３）事後検討と振り返り、

のサイクルで進めます。 

また韓国の事例との国際比較の観点を加味します。 

テキスト ありません。 

参考書 講義の途中で、適宜紹介します。 

学習相談 専任教員を中心に、随時受け付けます。 

試験／成績評価の方法 レポート 

その他  



 

  



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 

授業科目名 問題解決セミナーI （人間モジュール） 

講義題目  

授業科目区分 学際性 

開講年度 2014 

開講学期 （後期） 

曜日時限 隔週水曜日 ５，６限（２コマ続き）（※開講日に関しては，受講生と教員の都合に合わせて

相談して決定する） 

必修選択 必修 

単位数 2.0 

担当教員 人間モジュール教員（縄田・錢・李・菊地） 

対象学部等 決断科学大学院プログラム・人間モジュール学生 

対象学年 修士 1 年以上 

開講地区 箱崎 

履修条件 特になし 

授業概要 人間の心理と行動を経験的に理解するために，体験型ワークショップ形式による授業を行っ

ていく。受講生には，現実場面を模擬場面における課題に実際に手足を動かしながら取り組ん

でもらう。その中で，人間が情報を処理する知覚・認知過程，集団の中での人間関係のあり方

などを体験的に学習してもらう。 

全体の教育目標 人間を理解し，様々な社会的状況で適切に決断できるスキルを身につける。 

個別の学習目標 初年次生として，最も基本的かつ根源的な決断の考え方を理解する。 

授業計画 第 1,2 回：決断における認知・知覚の歪みの基礎過程(1) 体験実習 [ Ⅰ] （錢） 

第 3,4 回：決断における認知・知覚の歪みの基礎過程(2) 体験実習 [ Ⅰ] （錢） 

第 5,6 回：意思決定の合理性・不合理性 体験実習 [ Ⅰ] （李） 

第 7,8 回：対人コミュニケーション 体験実習 [ Ⅰ] （菊地） 

第 9,10 回：集団コミュニケーション体験実習 [ Ⅰ] （菊地） 

第 11,12 回：人間関係における紛争と対立(1) 体験実習 [ Ⅰ] （縄田） 

第 13,14 回：人間関係における紛争と対立(2) 体験実習 [ Ⅰ] （縄田） 

第 15回：まとめ（縄田）  

キーワード  

授業の進め方 実習形式であり，2 コマ (3 時間) 一続きの授業を合計 7 回+まとめ 1 回の授業である。 

ただし，体験実習は，参加者がある程度の人数を必要とするため，受講生の数によっては，受

講生と相談しながら適宜内容を変更することもありうる。 

テキスト なし 

参考書 なし 

学習相談 随時受け付ける 

試験／成績評価の方法 レポート 

その他  



 

授業科目名 問題解決セミナーII （人間モジュール） 

講義題目  

授業科目区分 学際性 

開講年度 2014 

開講学期 （後期） 

曜日時限 隔週水曜日 ５，６限（２コマ続き）（※開講日に関しては，受講生と教員の都合に合わせて

相談して決定する） 

必修選択 必修 

単位数 2.0 

担当教員 人間モジュール教員（縄田・錢・李・菊地） 

対象学部等 決断科学大学院プログラム・人間モジュール学生 

対象学年 修士 2 年以上 

開講地区 箱崎 

履修条件 特になし 

授業概要 人間の心理と行動を経験的に理解するために，体験型ワークショップ形式による授業を行っ

ていく。受講生には，現実場面を模擬場面における課題に実際に手足を動かしながら取り組ん

でもらう。その中で，人間が情報を処理する知覚・認知過程，集団の中での人間関係のあり方

などを体験的に学習してもらう。 

全体の教育目標 人間を理解し，様々な社会的状況で適切に決断できるスキルを身につける。 

個別の学習目標 基本的かつ根源的な決断の考え方を理解する。 

授業計画 第 1,2 回：決断における認知・知覚の歪みの基礎過程(1) 体験実習 [ Ⅱ] （錢） 

第 3,4 回：決断における認知・知覚の歪みの基礎過程(2) 体験実習 [ Ⅱ] （錢） 

第 5,6 回：意思決定の合理性・不合理性 体験実習 [ Ⅱ] （李） 

第 7,8 回：対人コミュニケーション 体験実習 [ Ⅱ] （菊地） 

第 9,10 回：集団コミュニケーション体験実習 [ Ⅱ] （菊地） 

第 11,12 回：人間関係における紛争と対立(1) 体験実習 [ Ⅱ] （縄田） 

第 13,14 回：人間関係における紛争と対立(2) 体験実習 [ Ⅱ] （縄田） 

第 15回：まとめ（縄田） 

キーワード  

授業の進め方 実習形式であり，2 コマ (3 時間) 一続きの授業を合計 7 回+まとめ 1 回の授業である。 

ただし，体験実習は，参加者がある程度の人数を必要とするため，受講生の数によっては，受

講生と相談しながら適宜内容を変更することもありうる。 

テキスト なし 

参考書 なし 

学習相談 随時受け付ける 

試験／成績評価の方法 レポート 

その他  



 

 

 統域科学演習Ⅰ（基礎クラス） 

  

 統域性 

 2014 

 8 月 18 日-21 日 

 未定 

 必修 

 2.0 

 モジュール教員（廣田、金本、黒江、鹿野、山下、佐藤、縄田、菊池、李、銭） 

 決断科学大学院プログラム・モジュール学生 

 M1 

 箱崎 

  

 決断科学プログラムでは「専門性」と「学際性」に加え、「統域性」を身につけるために、本

授業を設定している。本授業では確率・統計を取りあげ、一般化線形モデル、ベイズ統計、

GIS、R プログラミング、SQL データベースなどの基礎的スキルを徹底して習得する。私達が、

決断を行う上で、統計的データや、その不確実性、確率的なものの考え方などが求められてき

つつある。現在持ち合わせている情報を、プログラミングや GIS 等を通して統計的に分析し、

決断する力を養う。 

─  「統域性」の理解のために必要な確率・統計解析に必要な基礎的なスキルを身につける。 

─  一般化線形モデル、ベイズ統計、GIS、R プログラミング、SQL データベースの理解とスキル

として利用できるようになる。 

 第 1 回：平均、分散、標準偏差（金本、廣田、縄田、菊池、李、銭）（8 月 18 日 1 限目） 

第 2 回：単回帰分析（金本、廣田、縄田、菊池、李、銭）（8 月 18 日 2 限目） 

第 3 回：重回帰分析（金本、廣田、縄田、菊池、李、銭）（8 月 18 日 3 限目） 

第 4 回：仮説検定（金本、廣田、縄田、菊池、李、銭）（8 月 18 日 4 限目） 

第 5 回：母集団と標本抽出（金本、廣田、縄田、菊池、李、銭）（8 月 19 日 2 限目） 

第 6 回：確率（金本、廣田、縄田、菊池、李、銭）（8 月 19 日 3 限目） 

第 7 回：ベイズ統計（廣田）（8 月 19 日 4 限目） 

第 8 回：R 言語の使い方（廣田）（8 月 20 日 1 限目） 

第 9 回：R 言語を用いた統計分析 (1) （廣田）（8 月 20 日 2 限目） 

第 10 回：R 言語を用いた統計分析 (2) （廣田）（8 月 20 日 3 限目） 

第 11 回：SQL データベースの基礎（鹿野）（8 月 20 日 4 限目） 

第 12 回：SQL データベースの応用（鹿野）（8 月 20 日 5 限目） 

第 13 回：GIS 実習①：概要（佐藤、黒江、山下、鹿野）（8 月 21 日 2 限目） 

第 14 回：GIS 実習②：基本操作、データ収集・加工（佐藤、黒江、山下、鹿野）（8 月 21 日

3 限目） 

第 15 回：GIS 実習③：主題図作成（佐藤、黒江、山下、鹿野）（8 月 21 日 4 限目） 

 一般線形モデル、仮説検定、確率、ベイズ統計 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  R、SQL、GIS についてはパソコンを用いて実際にプログラム・アプリを動かしながら授業を

行う 

♥◐☻♩  

  

  

─   

∕─  ノートパソコン必須 



 

 

 統域科学演習Ⅰ（応用クラス） 

  

 統域性 

 2014 

 8 月 25 日-28 日 

 未定 

 必修 

 2.0 

 モジュール教員（廣田、金本、黒江、鹿野、山下、佐藤、縄田、菊池、李、銭） 

 決断科学大学院プログラム・モジュール学生 

 M1 

 箱崎 

  

 決断科学プログラムでは「専門性」と「学際性」に加え、「統域性」を身につけるために、本

授業を設定している。本授業では確率・統計を取りあげ、一般化線形モデル、ベイズ統計、R

プログラミングなどの基礎的スキルを徹底して習得する。私達が、決断を行う上で、統計的デ

ータや、その不確実性、確率的なものの考え方などが求められてきつつある。現在持ち合わせ

ている情報を、プログラミングや GIS 等を通して統計的に分析し、決断する力を養う。 

─  「統域性」の理解のために必要な確率・統計解析に必要な基礎的なスキルを身につける。 

─  一般化線形モデル、ベイズ統計、R プログラミングの理解とスキルとして利用できるようにな

る。 

 第 1 回：最尤推定法と一般化線形モデル（廣田、金本、縄田、菊池、李、銭）（8 月 25 日 1 限

目） 

第 2 回：一般化線形モデルの応用範囲をひろげる －交互作用，offset（廣田、金本、縄田、菊

池、李、銭）（8 月 25 日 2 限目） 

第 3 回：一般化線形混合モデル（廣田、金本、縄田、菊池、李、銭）（8 月 25 日 3 限目） 

第 4 回：モデル選択 (予測の最適化)（廣田、金本、縄田、菊池、李、銭）（8 月 25 日 4 限目） 

第 5 回：一般化線形モデルの検定（廣田、金本、縄田、菊池、李、銭）（8 月 26 日 2 限目） 

第 6 回：実際に採ったデータを解析してみよう（廣田、金本、縄田、菊池、李、銭）（8 月 26

日 3 限目） 

第 7 回：一般化線形モデルのベイズモデル化（廣田、金本、縄田、菊池、李、銭）（8 月 26 日

4 限目） 

第 8 回：R 言語を用いた統計解析 GLM ･GLMM （廣田）（8 月 27 日 1 限目） 

第 9 回：R 言語を用いた統計解析 階層ベイズモデル I（廣田）（8 月 27 日 2 限目） 

第 10 回：R 言語を用いた統計解析 階層ベイズモデル I I（廣田）（8 月 27 日 3 限目） 

第 11 回：SQL データベースの基礎（鹿野）（8 月 27 日 4 限目） 

第 12 回：SQL データベースの応用（鹿野）（8 月 27 日 5 限目） 

第 13 回：GIS 実習①：概要（佐藤、黒江、山下、鹿野）（8 月 28 日 2 限目） 

第 14 回：GIS 実習②：基本操作、データ収集・加工（佐藤、黒江、山下、鹿野）（8 月 28 日

3 限目） 

第 15 回：GIS 実習③：主題図作成（佐藤、黒江、山下、鹿野）（8 月 28 日 4 限目） 

 一般化線形モデル，一般化線形混合モデル、階層ベイズモデル，モデル選択，R ♪כ꞉כ◐

─ ╘  R、SQL、GIS については、パソコンを用いて実際にプログラム・アプリを動かしながら授業

を行う 

♥◐☻♩  

 一般化線形モデル (R で学ぶデータサイエンス 10)，粕谷 英一著 

データ解析のための統計モデリング入門―一般化線形モデル・階層ベイズモデル・MCMC ，

久保 拓弥著 

  



 

─   

∕─  ノートパソコン必須 



 

 統域科学演習 II （統域性科目） 

  

 統域性 

 2014 

 通年 

 開講は学生と相談して決める（集中的に行う場合もある） 

 必修 

 2.0 

 ・人間モジュール教員（縄田、李、銭、菊地） 

・決断科学センター協力教員、システム情報科学研究院（池田） 

・総括担当教員（鐘江） 

 決断科学大学院プログラムの学生 

 Ｍ２以上 

 箱崎 

 Ｍ１で統域科学演習Ⅰを履修していること 

※2014 年度は統域科学演習 II を単独で受講できるものとする。 

 統域科学演習Ⅱでは人間行動に関する基礎知識及び情報科学の基礎を習得する。諸分野で研究

されてきた人間の心理、決断、選択、行動に関する体系的な知識をもとに、最新の情報科学の

動向を加味しながら、決断科学に求められる統域的な思考の基本を習得する。 

─  現代社会において人間生活と情報科学は切り離せない関係にあり、我々は利便性を享受する一

方、他方ではサイバーテロのような危険性とも向き合っている。また、そこには多くの利害も

絡んでおり、利害関係者の対立と調整が日常的に繰り返されている。ある決断を行うには選択

は不可欠であり、我々は様々な局面において選択を迫られる。しかしながら問題を解決するに

は単に手法について学ぶだけでなく、人間全体について理解することが肝要である。本授業で

は、心理学のみならず経営学や経済学、生物学、哲学、文化研究、公共政策、医学などをはじ

めとする様々な分野を参照して、選択の役割と実践に関して理解を深めることを目標とする。 

─  選択について科学的に理解し考察することによって、人間全体についての理解を深める。レジ

ュメ作成と発表を通してエッセンスを抽出して他者に伝える能力を高める。また、情報科学の

基礎知識をベースに利害調整が必要な今日的なテーマを取り上げてグループ演習を行う。これ

らを通じて相互に知見を高め合うと共に集団に必要なリーダーシップ、チームワーク、コミュ

ニケーションスキルもあわせて習得する。 

 第１回：オリエンテーション 

第２回：コンピュータの基礎 

第３回：アルゴリズムとその効率性の評価（漸近的計算量） 

第４回：データモデルと関係データベース 

第５回：データマイニングの基本的な手法 

第６回：「選択の科学」輪読 

第７回： 同 上 

第８回： 同 上 

第９回： 同 上 

第 10回：ケース事例演習 

第 11回：テーマ演習発表 

第 12回： 同 上 

第 13回： 同 上 

第 14回： 同 上 

第 15回： 同 上 

  ♪כ꞉כ◐

─ ╘  本授業はグループ単位での演習を基本とする。指定教材について事前に各グループが担当する

章のレジュメを作成し、それぞれに発表を行う。またテーマ演習についてもグループでテーマ

を選定し、学習した結果をクラスで発表する。  



 

♥◐☻♩ Sheena Iyengar 著、櫻井祐子訳「選択の科学」2010 年 文藝春秋 

（英文タイトル『The Art of Choosing 』） 

 授業中に適宜紹介する 

 随時受け付ける 

─  レポート 

∕─  授業改善の目的でビデオ撮影する場合がある 

 

 

  



 

 

 決断科学セミナーI  

 決断科学セミナーI  

 統域性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 未定（受講者と相談のうえ決定する） 

 必修 

 2.0 

 矢原徹一・山口裕幸・人間モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・各モジュール学生 

 A グループ（一貫性博士課程 3-4 年次、3 年制博士 1−2 年、4 年制博士課程 2 年次） 

 箱崎もしくは伊都 

 今年度については、統域科学演習 I、II の履修を前提としない。 

 決断科学の教科書作成を通じて、新しい分野を体系化する方法を学ぶ。 

─  決断科学はまだ体系化されていないフロンティア領域なので、どのように問題をたて、どのよ

うに研究を進め、どのように体系化すべきか、という根本的な部分から検討していく必要があ

る。本セミナーでは「どのようにすればより良い選択肢を発見できるのか？」、「人間はなぜし

ばしば選択を間違えるのか？」、「どうすれば実行に向けて組織を上手く動かせるか？」などの

問いを考察することで、洞察力、俯瞰力を高めていく。教員も知恵を出し合う過程を通じて、

決断科学の研究・体系化を進める。 

─  教科書作成を通じて、新たな研究領域を体系化する力を身につける。決断科学に関する教科書

の作成を目標とする。今年度に開講する決断科学セミナー１では、教科書の章構成、各章の要

点を考える。 

 隔週でセミナーを行う。 

 決断、探索、実行、合意形成、リーダーシップ ♪כ꞉כ◐

─ ╘  教員・受講生のプレゼンと議論によって進める。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時相談に応じる。 

─  セミナーへの出席とレポート提出によって評価する。 

∕─   

 

 



 

 

 ꜟכꜙ☺⸗

 海外実習・海外研修（プロジェクト Z）（環境モジュール） 

  

 国際性 

 2014 

 集中 

 2 月中旬～3 月（合計 1 週間程を予定） 

 必修 

 2.0 

 環境モジュール教員・総括モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・環境モジュール学生 

 修士 1 年、博士 2 年 

  

 問題解決セミナーⅠを受講していること 

 問題解決セミナーで学んだ様々な問題に対して、実際に現場で自然科学的・社会科学的手法を用い

て問題を見ることで、環境問題の本質を科学的に理解する。 

─  カンボジアにおけるプロジェクト Z（持続可能な森林利用に向けての選択肢を探索し、実現可能な

最善の政策と、社会的な合意形成の道を探る）を推進するために必要な現場経験や研究スキルを習

得する。 

─  カンボジアにおいて森林の持続的管理を阻害する問題を把握し、解決に向けて議論するために必要

な現場経験と研究スキルを習得する。 

 問題を把握し、解決するために必要な、自然科学的手法と社会科学的手法について実習を行い、実

際に現場で問題解決に従事している人から講義を受ける。 

【主な実習概要】（変更の可能性有り） 

 ̧ カンボジアの農業・森林生態系における物質循環について学ぶ実習（杉原） 

 ̧ カンボジアの植物の多様性について学ぶ実習（岩永・布施） 

 ̧ カンボジアの動物の多様性について学ぶ実習（細谷・鈴木） 

 ̧ カンボジアの森林管理政策について学ぶ実習（藤原） 

 ̧ カンボジアの自然を基盤とする文化について学ぶ実習（田中） 

 ̧ カンボジアの熱帯林を保全するための国際的活動の紹介（JICA, UNDP など） 

 生物多様性と人間の影響、生物多様性の保全、昆虫調査（細谷） ♪כ꞉כ◐

環境と社会、資源の共同管理、地域社会の再構築（田中） 

生物地理学、動物学（鈴木） 

土壌生態系、物質循環、持続的土地管理（杉原） 

森林政策、熱帯林、森林の保有と権利、地域住民と生計（藤原） 

─ ╘  各教員が専門分野に基づき半日～1 日程度のフィールド調査を紹介する。実習の途中で適宜講義も

行い、経験したことを深め、知識の定着を図る。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける 

─  レポート 

∕─  現地の気象・政情等、様々な要因により、実習の実施時期や授業内容が変更する可能性がある。 



 

 

 国際共同研究 I, II  プロジェクト Z（環境モジュール） 

  

 国際性 

 2014 

 集中 

 8 月（合計 1 週間程を予定） 

 必修 

 2.0 

 環境モジュール教員・総括モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・環境モジュール学生 

 主に博士 1 年以上 

  

 問題解決セミナーI・II 、海外実習を履修していること 

 問題解決セミナーI および海外実習で学んだ経験を生かし、現地の問題解決に有効であると思われ

る科学的アプローチを実践する。またこの科学的アプローチの有効性に関しても現地で議論する。 

─  カンボジアにおけるプロジェクト Z（持続可能な森林利用に向けての選択肢を探索し、実現可能な

最善の政策と、社会的な合意形成の道を探る）を推進するために必要な現場経験や研究スキルを習

得する。 

─  カンボジアにおいて森林の持続的管理を阻害する問題を把握し、解決に向けて議論するために必要

な現場経験と研究スキルを習得する。 

 現場において、自然科学的手法と社会科学的手法のどちらかに特化した一連の実習を行うことで、

現場で問題解決に有効と思われるアプローチを試みる。最終日（または帰国後）に、それぞれのチ

ームによる成果検討会を行うことで、問題解決に必要なアプローチをその効果と併せて議論する。 

【主な実習概要】（変更の可能性有り） 

 ̧ カンボジアの生物多様性評価に基づく持続可能な社会のあり方に関する検討（細谷・鈴木・布

施・岩永） 

 ̧ カンボジアの歴史・文化と森林管理政策の関係から考える持続可能な社会のあり方に関する検

討（藤原・田中） 

 生物多様性と人間の影響、生物多様性の保全、昆虫調査（細谷） ♪כ꞉כ◐

環境と社会、伝統産業にみる自然と人の関わり、地域社会の再構築（田中） 

爬虫類、生物地理学（鈴木） 

物質循環、獣害、持続的土地管理（杉原） 

森林政策、森林の保有と権利、地域住民と生計、コミュニティフォレストリー（藤原） 

─ ╘  自然科学的手法と社会科学的手法の 2 チームに分かれて、約 1 週間の現地調査を実施する。実習の

最終日（または帰国後）に、それぞれのチームによる成果検討会を行うことで、問題解決に必要な

アプローチを、その効果と併せて議論する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける 

─  レポート 

∕─  現地の気象条件など、様々な要因により、実習の実施時期や期間、授業内容が変更になる可能性が

ある。 

 



 

 国際シンポジウム プロジェクト Z（環境モジュール） 

  

 国際性 

 2014 

 7 月下旬～8 月 （合計 1 週間程を予定） 

  

 必修 

 2.0 

 環境モジュール教員・総括モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・環境モジュール学生 

 主に修士 2 年 

  

 参加する学生は問題解決セミナーⅡを必ず受講すること 

 問題解決セミナーⅡで学んだ、現場で起きている問題を実際に経験し、深く理解した上で、どのよ

うなアプローチが現地の問題解決に必要かを検討する。 

─  屋久島プロジェクト（世界自然遺産地域における生態系の管理と持続的利用）を推進するために必

要な現場経験や研究スキルを習得する。 

─  屋久島に固有の多様な生態系とそれを支える自然環境を現場で理解した上で、生態系の管理と持続

的利用を阻害する問題（特に獣害問題）について、自然科学的・社会科学的観点からそれぞれ理解

することで、問題解決に必要な現場経験と研究スキルを習得する。 

 問題を把握し、解決するために必要な、自然科学的手法と社会科学的手法について実習を行い、現

場で実際に問題と向き合っている人々から講義を受ける。 

【主な実習概要】（変更の可能性有り） 

 ̧ 屋久島の獣害の現状について学ぶ実習（黒江） 

 ̧ 屋久島において鹿害が物質循環に及ぼす影響について学ぶ実習（黒江・杉原） 

 ̧ 屋久島の動植物の多様性と鹿害がこれらに及ぼす影響について学ぶ実習 

（布施・細谷・鈴木・荒谷） 

 ̧ 屋久島の森林を持続的に管理するための政策課題について学ぶ実習（藤原） 

 ̧ 屋久島の自然と暮らし・社会・文化について学ぶ実習（田中） 

 生物多様性の保全、外来種、島嶼（細谷） ♪כ꞉כ◐

環境と社会、伝統産業にみる自然と人の関わり、地域社会の再構築（田中） 

生物地理学、動物学（鈴木） 

物質循環、獣害、持続的土地管理（杉原） 

森林政策、森林計画、国立公園、エコツーリズム（藤原） 

─ ╘  各教員が専門分野に基づき半日～1 日程度のフィールド調査の概要を紹介する。実習の途中で適宜

講義も行い、経験したことを深め、知識の定着を図る。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける 

─  レポート 

∕─  現地の気象条件など、様々な要因により、実習の実施時期や期間、授業内容が変更する可能性があ

る。 

 



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 海外実習・海外研修（プロジェクト Z）（災害モジュール） 

  

 国際力 

 2014 

 集中 

 現地実習：９月上旬〜中旬（事前準備、まとめは随時開催） 

 必修 

 2.0 

 災害モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・災害モジュール学生 

 修士１年、博士２年 

  

 問題解決セミナーⅠを受講していること 

 津波による大規模被災地の事例としてインドネシアのアチェを対象とする。文化や宗教の違

いに配慮しながら、現地調査、関係者へのヒアリング、ディスカション、調査報告書作成を

行い、海外災害調査において必要なスキルや災害時にとるべき決断の思考や知識（例：「想

定外」ということのないように、日ごろから備えをしっかりし、災害時に冷静に情報を収集

して状況の把握をし、より良い決定をする）を身につける。インドネシアの津波災害の現状

を把握し，問題解決セミナーⅠで学んだ国内の事例（東北や九州）と比較，考察する。 

─  インドネシアにおけるプロジェクト Z（大規模災害調査のプログラムの作成と実際の現地調

査、その後の報告書作成、シンポジウムの開催に、教員と大学院生が協力して取り組む）を

推進するために必要な現場経験や研究スキルを習得する。 

─   

 （１）事前準備 

・ 海外実習における基本的な留意点の確認 

・ 行程の検討への参加／行程の確認 

・ 調査目的や調査内容の検討への参加 

・ 調査報告書の構成や執筆分担者の検討  等 

（２）実習当日 

・ 現地調査の実施（現地視察、関係者へのヒアリング等） 

・ 学生と教員によるディスカッション 

・ 調査日誌の作成            等 

（３）まとめ 

・ 現地の問題解決に有効であると思われる科学的アプローチとその有効性に関する考察 

・ 調査報告書の作成（分担執筆） 

 大規模被災地、復興事業、津波、避難、災害意識 ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ なし 

 随時配布する。 

 随時受け付ける。 

─  レポート、プレゼンテーション 

∕─  現地の気象・政情等、様々な要因により、実習の実施時期や授業内容が変更する可能性があ

る。 

 

 

 

  



 

 

 国際共同研究 I, II （プロジェクト Z）（災害モジュール） 

  

 国際力 

 2014 

 集中 

 現地実習：９月上旬〜中旬（事前準備、まとめは随時開催） 

 必修 

 2.0 

 災害モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・災害モジュール学生 

 博士課程 

  

 問題解決セミナーⅠ・Ⅱ、海外実習を受講していること 

 津波による大規模被災地の事例としてインドネシアのアチェを対象とする。文化や宗教の違

いに配慮しながら、現地調査、関係者へのヒアリング、ディスカション、調査報告書作成を

行い、海外災害調査において必要なスキルや災害時にとるべき決断の思考や知識（例：「想

定外」ということのないように、日ごろから備えをしっかりし、災害時に冷静に情報を収集

して状況の把握をし、より良い決定をする）を身につける。問題解決セミナーⅠおよびⅡで

学んだ国内の事例（東北や九州）との比較分析に基づいて、現地の問題解決に有効であると

思われる科学的アプローチを考察する。またこの科学的アプローチの有効性に関しても現地

で議論する。さらに、現地に役立つ防災知識について、現地で提案や発表を行う。 

─  インドネシアにおけるプロジェクト Z（大規模災害調査のプログラムの作成と実際の現地調

査、その後の報告書作成、シンポジウム開催に、教員と大学院生が協力して取り組む）を推

進するために必要な現場経験や研究スキルを習得する。 

─   

 （１）事前準備 

・ 海外実習における基本的な留意点の確認 

・ 行程の検討への参加／行程の確認 

・ 調査目的や調査内容の検討への参加 

・ 調査報告書の構成や執筆分担者の検討  等 

（２）実習当日 

・ 現地調査の実施（現地視察、関係者へのヒアリング等） 

・ 学生と教員によるディスカッション 

・ 調査日誌の作成            等 

（３）まとめ 

・ 現地の問題解決に有効であると思われる科学的アプローチとその有効性に関する考察 

・ 調査報告書の作成（分担執筆） 

 大規模被災地、復興事業、津波、避難、災害意識 ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける 

─  レポート、プレゼンテーション 

∕─  現地の気象・政情等、様々な要因により、実習の実施時期や授業内容が変更する可能性があ

る。 

 

 

  



 

 

 国際シンポジウム（プロジェクト Z）（災害モジュール） 

  

 国際力 

 2014 

 現地実習：９月中旬〜下旬（事前準備、まとめは随時開催） 

  

 必修 

 2.0 

 災害モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・災害モジュール学生 

 主に修士 2 年 

  

 問題解決セミナーⅠを受講していること 

 災害モジュールのプロジェクト Z のサブテーマとして、国内における津波による大規模被災地

の事例として東北を視察し、現地調査、関係者へのヒアリング、ディスカション、調査報告書

作成を行いながら、災害調査において必要なスキルや決断力を身につける。 

─  東北地方におけるプロジェクト Z（大規模災害が発生した際の災害調査のプログラムの作成と

実際の現地調査、その後の報告書作成、シンポジウムの開催に、教員と大学院生が協力して取

り組む）を推進するために必要な現場経験や研究スキルを習得する。 

─   

 （１）事前準備 

・ 被災地実習における基本的な留意点の確認 

・ 行程の検討への参加／行程の確認 

・ 調査目的や調査内容の検討への参加 

・ 調査報告書の構成や執筆分担者の検討  等 

（２）実習当日 

・ 現地調査の実施（現地視察、関係者へのヒアリング等） 

・ 学生と教員によるディスカッション 

・ 調査日誌の作成            等 

（３）まとめ 

調査報告書の作成（調査日誌をもとに分担執筆） 

＜実習案＞ 

石巻市の復興検討会に出席 

大川小学校の視察と問題点の把握 

 大規模被災地、復興事業、津波 ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける 

─  レポート 

∕─  現地の気象・政情等、様々な要因により、実習の実施時期や授業内容が変更する可能性がある。 



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 

 海外実習・海外研修（健康モジュール） 

 バングラデシュ疾病管理プロジェクト 

 国際力 

 2014 

 集中 

 2 月下旬~3 月上旬（合計 10日間を予定） 

 必修 

 2.0 

 健康モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・健康モジュール学生 

 修士 1 年 

 馬出 

 問題解決セミナー（健康モジュール）を履修していること 

 グラミングループの一員であり健康モジュールの教員でもあるアシル准教授が開発したアタ

ッシュケース型ポータブルクリニックなどの新たなアイデア、システムを実行に移しながら、

深刻な貧困状態にあるバングラデシュの保健医療状況、社会状況、宗教、食習慣や気質、など

情報を最大限取り入れた上での統域的解決を探るプロジェクトに取り組む。 

─  海外における実習と事前事後の研修の場に適切な知識と技能を持ち、ふさわしい態度で臨む。

国内外の医療システムや健康状態の違いを知り、問題点を探る。 

─  ・実習先で必要になる知識と技能を挙げ、それに備える 

・実習先で発見されるであろう問題点を想定し、その把握に備える 

・実習先での活動に積極的態度で臨む 

・実習先で得られた内容をもとに課題を発見し、報告する 

 （１）事前研修：実習の計画を立てる（現地状況を把握し、実習へ積極的に参加できる準備す

る） 

（２）海外での実習：（現地での会議・見学等への参加を行う） 

（３）事後研修：（会議・見学等で得られた内容をまとめ、課題を定義する） 

、ヘルスサービスリサーチ、生活習慣病、健康診断、遠隔地医療、集団疾病管理、無医村 ♪כ꞉כ◐

Telehealth、ソーシャルビジネス 

─ ╘  教員による講義とそれに基づく研修、実習をおこなう。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時 

─  実習の計画書、実習の報告書、および実習中の態度（メンバーへの貢献度）により評価する 

∕─   



 

 

 国際共同研究 I, II （健康モジュール） 

 バングラデシュ疾病管理プロジェクト 

 国際力 

 2014 

 集中 

 8 月下旬（合計 10日間を予定） 

 必修 

 2.0 

 健康モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・健康モジュール学生 

 修士 2 年以上 

 馬出 

 問題解決セミナー（健康モジュール）を履修していること 

 グラミングループの一員であり健康モジュールの教員でもあるアシル准教授が開発したアタ

ッシュケース型ポータブルクリニックなどの新たなアイデア、システムを実行に移しながら、

深刻な貧困状態にあるバングラデシュの保健医療状況、社会状況、宗教、食習慣や気質、など

情報を最大限取り入れた上での統域的解決を探るプロジェクトに取り組む。 

─  海外における研究で必要な知識と技能を持ち、ふさわしい態度で臨む。従前の海外実習・研修

の結果を踏まえ、医療サービスや健康上の問題に関する原因を探る、もしくはそれらを解決す

るためのパイロット研究を行う。 

─  ・国際共同研究で必要とされる知識と技能を身につける 

・共同研究の相手、および協力者と円滑に交流する 

・研究計画を作成し、適切に実施する 

・研究で得られた結果を報告する 

 （１）事前準備：研究の課題を設定し、測定または調査の計画を立てる 

（２）測定・調査の実施 

（３）事後報告：測定・調査で得られた結果をまとめ、課題解決への提言を行う 

(疫学研究、ヘルスサービスリサーチ、生活習慣病、健康診断（住民健診、職域健診 ♪כ꞉כ◐ 、遠隔地

医療、集団疾病管理、無医村、Telehealth 、ソーシャルビジネス 

─ ╘  教員による講義、それに基づく演習（準備やまとめ）と研究の実施。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時 

─  測定・調査を含んだ実習の計画書、実習（結果）に関する報告書、および実習中の態度（メン

バーへの貢献度）により評価する 

∕─   

  



 

 国際シンポジウム（プロジェクト Z）（健康モジュール） 

  

 国際力 

 2014 

 集中 

 現地実習 7 月（日帰り 4 日間）（事前準備、まとめは随時開催） 

 必修 

 2.0 

 健康モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・健康モジュール学生 

 主に修士２年 

 福岡県久山町 

 問題解決セミナーⅠ・Ⅱ（健康モジュール）を履修していること 

 健康モジュールのプロジェクト Z の国内研修として、福岡県久山町における健康づくり活動と

九州大学が 50 年間行っている久山町研究を視察する。研修では主に久山町と九州大学が連携

して実施している生活習慣病予防健診に参加し、大規模健診の運営、関連多職種の連携、久山

町民との信頼関係の構築、健診データの維持・管理について学ぶ。さらに久山町研究の会議に

出席し、研究としてのデータ管理とその活用、研究結果に関する議論を体験する。 

─  超高齢国である日本における健康課題の把握とその対策について学習し、大学、行政、地域の

連携に必要な要因を理解する。 

─  久山町における健康課題とその対策を学び、健康課題の解決に向けて議論するために必要な現

場経験と研究スキルを習得する。 

 （１）事前研修 

・実習における基本的な留意点の確認 

・日程の検討 

・健診における役割の決定 

・研修における目的の設定 

（２）研修当日 

・生活習慣病予防健診への参加（見学、簡単な実務） 

・町や大学関係者との交流 

・教員とのディスカッション 

・久山町研究室会議への出席 （研修の感想を発表） 

（３）事後研修 

・研修報告書の作成 

 地域における健康施策、生活習慣病、住民健診、高齢化、久山町研究 ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時 

─  実習の計画書、実習の報告書、および実習中の態度（メンバーへの貢献度）により評価する 

∕─  7 月の研修日については、参加学生と協議し決定する。 

 



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 

 海外実習・海外研修（プロジェクト Z）（統治モジュール） 

 韓国実習プログラム 

 国際力 

 2014 

 集中（後期） 

 １１月中（４泊５日） 

 必修 

 2.0 

 統治モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・統治モジュール学生 

 修士 1 年、博士 2 年 

 韓国、箱崎 

 問題解決セミナーI または II を受講していること 

 韓国の地方自治体を訪問し、日本と韓国のあいだの都市間交流の現場を実際に経験することに

よって、都市間で生じている問題を把握し、日韓の間でどのように問題解決に取り組んでいる

のかを学ぶ。現場での事例調査を通して、問題解決のプロセスとしてのガバナンスの意味につ

いて理解を深める。 

─  統治モジュールのプロジェクトZでは、持続可能な社会を構築するためのグッドガバナンスの

モデル化に焦点を当てる。 

そのために必要なフィールドでの現場経験と事例調査のスキルを習得する。 

─  韓国における日本との都市間交流の現状を把握し、そこで生じている諸問題や問題解決への取

り組みについて学習する。 

 【実習内容】 

•韓国自治体ガバナンスの担い手である行政機関、市民交流の団体、旅行業者、日本からの学

生を受け入れている大学、日本大使館または総領事館などへのヒアリング調査を行う。 

•日本との都市間交流の現場で活動している関係者から講義を受け、現場で発生 

する様々な問題とその問題解決のプロセスや方法について議論する。 

 韓国、自治体、自治体外交、都市間交流、観光、市民団体、ローカルガバナンス ♪כ꞉כ◐

─ ╘  事前に海外調査地の予備知識を提供する。実習を行う際には適宜議論ができるような場を設定

する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 担当教員へのメールや直接の面会はいつでも受け付けます 

─  レポート 

∕─   

｀

 



 

 

 国際共同研究 I, II （プロジェクト Z）（統治モジュール） 

 韓国実習プログラム 

 国際力 

 2014 

 集中（後期） 

 １１月中（４泊５日） 

 必修 

 2.0 

 統治モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・統治モジュール学生 

 主に博士 1 年以上 

 韓国、箱崎 

 問題解決セミナーI、 II 及び海外実習を履修していること 

 韓国の地方自治体を訪問し、日本と韓国のあいだの都市間交流の現場を実際に経験することに

よって、都市間で生じている問題や、日韓の例のように国境を超えて発生する問題の解決にど

のように取り組むべきかを学ぶ。また、問題解決に有効だと思われるアプローチの活用方法を

考える。 

─  統治モジュールのプロジェクトZでは、持続可能な社会を構築するためのグッドガバナンスに

モデル化に焦点を当てる。 

フィールドでの経験に基づいて問題解決のアプローチとスキルを議論し、習得する。 

─  韓国における日本との都市間交流の現状を把握し、そこで生じている諸問題や問題解決への取

り組みについて観察し、よりよい問題解決のアプローチを議論する。 

 【実習内容】 

•韓国自治体ガバナンスの担い手である行政機関、市民交流の団体、旅行業者、日本からの学

生を受け入れている大学、日本大使館または総領事館などへのヒアリング調査を行う。 

•日本との都市間交流の現場で活動している関係者から講義を受け、現場で発生 

する様々な問題とその問題解決のプロセスや方法について議論する。 

 韓国、自治体、自治体外交、都市間交流、観光、市民団体、ローカルガバナンス ♪כ꞉כ◐

─ ╘  事前に海外調査地の予備知識を提供する。実習を行う際には適宜議論ができるような場を設定

する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 担当教員へのメールや直接の面会はいつでも受け付けます 

─  レポート 

∕─   

 



 

 

授業科目名 国際シンポジウム（プロジェクト Z）（統治モジュール） 

講義題目  

授業科目区分 国際力 

開講年度 2014 

開講学期 通年 

曜日時限 開講日に関しては、受講生、教員とで相談して決める 

必修選択 必修 

単位数 2.0 

担当教員 統治モジュール教員（出水・花松・鄭・土肥） 

対象学部等 決断科学大学院プログラム・統治モジュール学生 

対象学年 主に修士 2 年 

開講地区 福岡県八女市・長崎県対馬市 

履修条件 問題解決セミナーⅠ・Ⅱ（統治モジュール）を履修していること 

授業概要 統治モジュールは、持続可能な地域社会のためのガバナンスを、基本的な観点として設定して

います。本セミナーは、福岡県八女市と長崎県対馬市の現地実習を通じ、それを学ぶものです。 

全体の教育目標 持続可能な地域社会のためのガバナンスという観点から、フィールド（八女・対馬）での具体

的な課題探求を通じて、問題解決に必要な現場経験と調査と研究のスキルを習得する。 

個別の学習目標 持続可能な地域社会のためのガバナンスについて、フィールドでの具体的な実習を通じ、頻出

する課題の所在および利害当事者について現場にそくした理解を獲得する。 

授業計画 (1) 事前準備 

・資料調査 

・調査目的や調査内容の設定 

・関係者のアポイントメント 

・行程の検討、行程の確認 

(2) 実習当日 

・現地調査の実施（現地視察、関係者へのヒアリング等） 

・学生と教員によるディスカッション 

(3) まとめ 

・調査報告書の作成 

 

キーワード まちづくり、地域おこし、中山間地域、第一次産業、六次産業化、過疎、人口減少、高齢社会、

景観、モビリティの確保、介護 

授業の進め方 八女・対馬を対象に、（１）事前資料調査と検討、（２）現地調査、（３）事後検討と振り返り、

のサイクルで進めます。 

また韓国の事例との国際比較の観点を加味します。 

テキスト ありません。 

参考書 講義の途中で、適宜紹介します。 

学習相談 専任教員を中心に、随時受け付けます。 

試験／成績評価の方法 レポート 

その他  

 



 

 ꜟכꜙ☺⸗

 

 海外実習・海外研修（人間モジュール） 

  

 国際力 

 2014 

 通年（前期・後期） 

  

 必修 

 2.0 

 人間モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・人間モジュール学生 

  

  

  

 人間モジュールでは，個別の特定の現場を設定せず，多様な現場で活用することのできる人間

の決断に関するトレーニングを行う。本実習・研修では，人間理解を中心に学んだ立場から，

他モジュールの実施する研修現場に参加し，問題解決セミナーなどの人間モジュールで習得し

たスキルを現実の問題解決へと応用する。 

─  問題解決セミナーで学んだ人間理解を現実の社会問題解決に結びつける。 

─   

 同行先の計画に合わせて準備・参加を行う。 

  ♪כ꞉כ◐

─ ╘  実習先は学生と相談しながら決定する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける。 

─  レポート 

∕─   



 

 

 国際共同研究 I, II （人間モジュール） 

  

 国際力 

 2014 

 通年（前期・後期） 

  

 必修 

 2.0 

 人間モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・人間モジュール学生 

  

  

  

 人間モジュールでは，個別の特定の現場を設定せず，多様な現場で活用することのできる人間

の決断に関するトレーニングを行う。本実習・研修では，人間理解を中心に学んだ立場から，

他モジュールの実施する研修現場に参加し，問題解決セミナーなどの人間モジュールで習得し

たスキルを現実の問題解決へと応用する。 

─  問題解決セミナーで学んだ人間理解を現実の社会問題解決に結びつける。 

─   

 同行先の計画に合わせて準備・参加を行う。 

  ♪כ꞉כ◐

─ ╘  実習先は学生と相談しながら決定する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時受け付ける。 

─  レポート 

∕─   

 



 

 

授業科目名 国際シンポジウム（国内実習・人間モジュール） 

講義題目  

授業科目区分 国際性 

開講年度 2014 

開講学期 （後期） 

曜日時限 ９月（※開講日に関しては，先方，受講生，教員とで相談して決定する） 

必修選択 必修 

単位数 2.0 

担当教員 人間モジュール教員（縄田・錢・李・菊地） 

対象学部等 決断科学大学院プログラム学生 

対象学年 修士 1 年以上 

開講地区 筑波宇宙センター 

履修条件 特になし 

授業概要 本授業では，ストレス環境における決断過程を学習するため，宇宙航空研究開発機構（JAXA）

の閉鎖環境適応訓練設備を用いた実習を実施する。宇宙空間ではスペースシャトルの外には出

られず，狭い閉鎖環境で共同生活を行う必要がある。閉鎖環境適応訓練設備とは，宇宙飛行士

が，このようなストレス環境に適応するための訓練に用いられる設備である。本実習では，参

加者数名に同時に閉鎖設備に入り，共同生活を行ってもらいながら，決断を必要とする個人課

題・集団課題のゲーミング・シミュレーションを実施する予定である。一連の課題を通じて，

閉鎖空間というストレスが直接的・間接的に人間の決断過程に及ぼす影響を体験してもらう。 

 

全体の教育目標 人間の決断過程に関するスキルを向上させる。 

個別の学習目標 閉鎖空間というストレス環境における人間の決断過程を体験的に学習する。 

授業計画 ・筑波宇宙センターにて，参加者複数名で同時に閉鎖環境適応訓練設備に入り，共同生活なら

びに個人・集団課題を行ってもらう。 

・箱崎にて，振り返りのディスカッションを行う。 

 

キーワード  

授業の進め方 筑波宇宙センターにて，９月に２泊３日ないし３泊４日の日程で行う。詳細な日程は，先方，

受講生，教員で相談して決定する。 

 

テキスト なし 

参考書 なし 

学習相談 随時受け付ける 

試験／成績評価の方法 レポート 

その他  



 

ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi  

 

 TED 演習 

 TED 演習 I -V 

 プレゼンテーション力養成 

 2014 

 前期 

 火曜日５限 

 必修 

 2.0 

 総括チーム教員（矢原、比良松、村上、岩永）、各モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・モジュール学生 

 全学年 

 箱崎、伊都 

  

 この演習は TED (Technology Entertainment Design )カンファレンスをモデルにしている。

TED は学術のみならずエンターテインメントやデザインなど多様な分野の発表者がプレゼン

テーションを行い、ユニークなアイデアを共有する。本演習では学生が中心となりプレゼンテ

ーションを行う。このプレゼンテーション演習には他の３つのセミナーを結ぶ役割がある。 

─  到達目標としては、（１）主専攻での研究を専門ではない聴衆に魅力的にプレゼンテーション

する。（２）各モジュールで取り組むテーマを他のモジュールの学生にアピールする。（３）決

断科学ライブラリーの 100 冊を読了する。（４）その中の１冊を要約し、自らの意見を加え、

プレゼンテーションを行いプレゼンテーション能力を向上させる。（５）（４）に関連したドキ

ュメントを作成することで、文書作成能力を向上させる。 

─  プレゼンテーション能力と文書作成能力の向上。座学での受け身の学習姿勢から、主体的な学

習姿勢への転換を図ること。 

 第 1 回：オリエンテーション、ダイヤモンド著「銃・病原菌・鉄」レポート振り返り（矢原、

比良松、村上、岩永）4／15 

第 2 回：カーネマン著「ファスト＆スロー」レポートの振り返り（人間モジュール教員、比良

松）4／22 

第 3 回：海外実習の振り返り（バングラデッシュ、カンボジアグループ）（矢原、比良松、村

上、岩永）4／30（水曜日に振り替え予定、要検討） 

第 4 回：海外実習の振り返り（ケニアグループ）と総括（矢原、比良松、村上、岩永）5／7

（水曜日に振り替え予定、要検討） 

第 5 回：卒業研究プレゼンテーション（１）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 6 回：卒業研究プレゼンテーション（２）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 7 回：卒業研究プレゼンテーション（３）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 8 回：卒業研究プレゼンテーション（４）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 9 回：共通テーマによるプレゼンテーション（１）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 10 回：共通テーマによるプレゼンテーション（２）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 11 回：共通テーマによるプレゼンテーション（３）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 12 回：共通テーマによるプレゼンテーション（４）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 13 回：決断科学ライブラリー演習（１）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 14 回：決断科学ライブラリー演習（２）（矢原、比良松、村上、岩永） 

第 15 回：決断科学ライブラリー演習（３）（矢原、比良松、村上、岩永）  

担当教員の中に各モジュールの教員が入る場合がある。 

 プレゼンテーション能力、文書作成能力、能動的学習、外部評価 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  学生主体によるプレゼンテーションとレポート作成 

♥◐☻♩ 決断科学ライブラリー 



 

  

 随時担当者にアポイントメントを取って相談すること。 

─  プレゼンテーションの評価、文書作成の評価、それらの外部への発信の取り組みを総合的に判

断して行う。 

∕─   



 

 

 

 リサーチプロポーザル演習 I  

  

 研究提案力 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 曜日・時限は特定しない。7 月末までに実施する。受講者と相談のうえ、実施時期を決定する。 

 必修 

 2.0 

 プログラム教員がメンターとなり進める。 

 決断科学大学院プログラム・全学生 

 2 年制修士課程 M1, 5 年生博士課程 D1 

 全キャンパス 

 特になし 

 主専攻における研究が他分野にも波及効果を持つ、より普遍的なものになるよう、異なる分野

のメンター2 名を配置し、研究計画書の作成を指導する 

─  研究計画書の作成を通じて、研究提案力を習得することを目標とする。 

─  他分野のメンターにも、理解・評価される研究計画文書の作成能力を習得する。 

 各学府・研究室での研究計画立案スケジュールに応じて、受講者と相談のうえ、授業計画を策

定する。 

 メンター、学振特別研究員 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  メールでの添削指導、および対面での議論を通じて実施する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 対面での議論時に相談に応じる。 

─  研究計画書の内容にもとづいて評価する。 

∕─   



 

 

 リサーチプロポーザル演習 II −V 

  

 研究提案力 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 曜日・時限は定めない。日本学術振興会特別研究員出願者については、4 月中旬から 5 月中旬

にかけて集中的に行う。日本学術振興会特別研究員非出願者については、受講者と相談のうえ、

実施時期を決定する。 

 必修 

 2.0 

 プログラム教員がメンターとなり進める。 

 決断科学大学院プログラム・全学生 

 A グループ（一貫性博士課程 D3-4、3 年制博士課程 D1−2、4 年制博士課程 D2）および B グ

ループ（一貫性博士課程 D 2, 2 年制修士課程 M2） 

 全キャンパス 

 特になし 

 主専攻における研究が他分野にも波及効果を持つ、より普遍的なものになるよう、異なる分野

のメンター2 名を配置し、研究調書の添削、研究計画の議論を行う。 

─  学術振興会特別研究員申請書の様式で、研究実績と研究計画の執筆を行い、研究提案書の作成

能力を習得する。 

─  全体の教育目標を達成するために、学生は他分野のメンターにも伝わる内容、書き方を模索す

る必要がある。そのような作業を 5 年間続けることにより、文章能力、研究計画立案能力、研

究遂行能力が向上することを目標とする。 

 4 月中旬に第一回目のプロポーザル提出。2 名のメンターとの議論を通じて、プロポーザルの

添削を受ける。5 月上旬に二回目のプロポーザル提出。2 名のメンターとの議論を通じて、プ

ロポーザルの仕上げを行う。日本学術振興会特別研究員非出願者については、受講者と相談の

うえ、授業計画を決定する。 

 メンター、学振特別研究員 ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ なし 

 なし 

  

─   

∕─   

 

  



 

 

 

 組織研修ワークショップ I~V  

  

 指導力 

 2014 

 年１回、合宿形式で開催する。 

  

 必修 

 2.0 

 総括を中心とした教員 

 決断科学大学院プログラム学生 

 全学年 

 決断科学プログラムの内容を深められる場所を毎年選定する。 

  

 この合宿は学年リーダー、およびモジュールリーダー計 10 名から構成されるリーダー会議が

中心になり、学生が自主的に企画・運営する。 

─  「どうすれば指導者として成長できるか」「組織をうまく運営するにはどうすればよいか」「ど

うすれば適確な決断ができるか」という３つの基本課題的を与え、これらの基本について学ぶ

ための講演、グループ討議などのプログラムを学生に企画させる。 

─  チーム活動を通じてリーダーとしての指導力を養成する。 

 年１回合宿形式で実施する。 

 。リーダーシップ、指導力、チームワーク、組織運営 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  プログラムの準備、運営を学生主導で企画する。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 研修の準備期間から実施期間まで適宜受け付ける。 

─  研修の準備や実施におけるアクティビティの積極性、および、実施後のレポートの内容に基づ

く。 

∕─   



 

 

 

 

 決断科学特別講義 I−V 

  

 統域性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 曜日・時限を定めず、集中講義として開講する。 

 必修 

 2.0 

 各モジュール教員 

 決断科学大学院プログラム・各モジュール学生 

 全学年 

 箱崎もしくは伊都 

 とくになし 

 講義や企業・自治体・NPO 訪問などを通じて、社会的問題解決のあり方を学ぶ。 

─  持続可能な社会に関連する学際的知識を、企業・行政・NPO などの現場の課題に即して学ぶ。 

─  環境・災害・健康・統治・人間協力という５つの課題に関連する何らかのテーマについて、講

義や企業・自治体・NPO 訪問などを通じて理解を深め、その解決に向けてどのような対策が

有望かについて考える。 

 各テーマごとに、受講生と相談しながら授業計画を決定する。 

 環境・災害・健康・統治・人間協力・持続可能性・問題解決・決断 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  講義や企業・自治体・NPO 訪問など。 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時、相談に応じる。 

─  レポートで評価する。 

∕─   

※ 決断科学特別演習のシラバスは随時公開していきます。 

 

 

 



 

 

 決断科学国際セミナーI−V 

  

 国際対応力 

 2014 

 後期 

 曜日・時限を定めず、集中講義として開講する。 

 必修 

 2.0 

 海外から招聘した講師（2014 年度は Brown University, Erika Edwards 博士） 

 決断科学大学院プログラム・各モジュール学生 

 全学年 

 箱崎もしくは伊都 

 とくになし 

 環境・災害・健康・統治・人間協力という５つの課題のいずれかに関連するセミナーと討論。 

─  持続可能な社会に関連する専門的・学際的知識を、プレゼンテーションと討論を通じて学ぶ。 

─  （１） 環境・災害・健康・統治・人間協力という５つの課題に関連する何らかのテーマにつ

いて、グローバルな視点から理解を深める。 

（２） 英語による討論能力を身につける。 

 2014 年度は 10 月～2 月に、不定期に開講する。 

 環境・災害・健康・統治・人間協力・持続可能性・問題解決・決断 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  （１） 講師による講義（英語） 

（２） 受講生によるプレゼンテーション（英語） 

（３） ディスカッション（英語） 

♥◐☻♩ なし 

 なし 

 随時、相談に応じる。 

─  セミナーへの出席、討論の実績と、レポートで評価する。 

∕─   

 

 

 

 



 

 

 韓国語講座 

  

 選択科目 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 集中開催（時期未定） 

 選択 

 2.0 

 Jeong Yukyong  

 決断科学大学院プログラム・全モジュール学生 

 全学年 

 箱崎・伊都 

 特になし 

 韓国語の基礎を学ぶ。 

─  プロジェクト Z の韓国実習でコミュニケーションを円滑にできるように基礎的な会話力を身

につける。 

─  個別に目標を立て、ネイティブの Jeong 先生とコミュニケーションをとることで、韓国語の

スキルを磨く。 

 （６） 基礎的な韓国語講座 

（７） 基本会話のセッション 

（８） 韓国語によるロールプレイゲーム 

 韓国語 ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ 特になし 

 特になし 

  

─   

∕─   

 



 

 

 中国語講座 

  

 選択科目 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 集中開催（時期未定） 

 選択 

 2.0 

 Qian Kun （錢 昆） 

 決断科学大学院プログラム・全モジュール学生 

 全学年 

 箱崎・伊都 

 特になし 

 中国語の基礎を学ぶ。 

─  全世界に拡大している中国語圏でのコミュニケーションを円滑にするために基礎的な中国語

の習得は必須である。 

─  個別に目標を立て、ネイティブの Qian 先生とコミュニケーションをとることで、中国語のス

キルを磨く。 

 （９） 基礎的な中国語講座 

（１０）基本会話のセッション 

（１１）中国生活習慣・商習慣講座 

（１２）「中国語検定３級合格目指せ！」特別指導 

（１３）中国語によるロールプレイゲーム 

（１４）中国文化体験演習 

 中国語 ♪כ꞉כ◐

─ ╘   

♥◐☻♩ 特になし 

 特になし 

  

─   

∕─   



 

 

 

 志教育Ⅰ研究開発・ビジネスリーダーに不可欠な高い志を知る 

 14881002 ♪כ◖

 人間性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 集中 

 選択 

 2.0 

 割石 博之 

  

 修士 1 年 修士 2 年 博士 1 年 博士 2 年 博士 3 年 博士 4 年 

 伊都地区 

 なし 

 技術立国日本を支える企業は、研究開発から事業化までを一貫して企画運営できる研究開発・

ビジネスリーダーを熱望しており、このような人材の輩出は、我が国のみならず国際社会にお

ける喫緊の課題となっています。  

 

「志教育」は、我が国を取り巻く環境が激変する中、未来に向けた持続可能な成長を実現し、

継続的にイノベーションを創出していくため、 ビジネスリーダーの有する高い志を知り、受

講者自身の態度や姿勢を振り返り、さらに、皆さんの前に向かう力の醸成を図ります。そのた

めに、実社会で活躍する外部講師をお招きし、以下の講義シリーズを提供します。  

 

① 立志への態度や姿勢を吉田松陰の松下村塾「志を立てる教育・誇りある人間を作る教育」

として、そして、松下政経塾塾頭から学びます。  

② 先人やリーダーたちが残した「名言至言」より強靭な生き様、志の高い生き様を学び、志

を持つ者が紡ぎ出す「言葉」の力強さを学びます。  

③ また、マナーについて、覚えるものではなく、態度と姿勢の表現型であると理解し、実務

を学びます。  

④ グローバルに活躍している企業経営者より、ディジタル化が起こす変化と日本の目指すべ

き方向性を学び、また世界の歴史を見つめ自分の可能性へチャレンジし世界へ羽ばたくことを

学びます。  

 インターラクテイブな講義と少人数のグループ討論を通じて、多様な考え方を経験し、自分

の意見を説明する力を訓練します。 

─  世の為、人の為、高い志と技術力、国際性を兼ね備えた研究開発・ビジネスリーダーを育成し

ます。吉田松陰研究者、松下政経塾頭や国際的経営者を講師として招くことにより日本のリー

ダー養成や、企業の研究開発や事業経営、起業を経験した第一線の講師にリーダーに必須の

「志」を学びます。 

─  講義を通じ、自らが学び、考え、「志を立てる」ことを目指します。  

 ① 吉田松陰の「志を立てる」教育を学び、自らの「立志」を考えます。  

 ② 先人の「名言至言」から「艱難苦難を乗り越える強靭な生き様」を学びます。  

 ③ 松下政経塾の教育を学び、自らも「立志」を考えるものです。  

 ④ デジタル化が起こす変化と対応を学び「変化を乗り越える強靭な生き様」を考えます 。 

 ①講義の進め方  

 ・各講師の講義  

 ・講師を交えたグループ討議  

②授業  

 ・5 月から 8 月の土曜日に集中講義として開講  

第 1 回 土曜集中 11：00−16：40（3 コマ）松田輝夫（予定）  



 

    吉田松陰の誇りある人間教育  

    吉田松陰が実践した松下村塾の「志教育」「人間育成」の根幹思想について  

第 2 回 土曜集中 10：00−17：20（4 コマ）池田博榮（予定）  

    「志」名言至言より人としての生き様を学び、  

    「志」を持つものが紡ぎ出す「言葉」の力強さ，  

    リーダーの残した言葉から志や生き様について学びます。  

第 3 回 土曜集中 11：00−16：40（3 コマ）割石博之（予定）  

    知識を得る力・気づく力・表現する力を  

    キャリアで活かすコミュニケーションとして学びます。  

第 4 回 土曜集中 11：00−16：40（3 コマ）古山和宏（予定）  

    松下政経塾の教育を学び、自らも「立志」を行うものです 。  

第 5 回 土曜集中 13：00−16：10（2 コマ）藤井清孝（予定）  

    グローバルに活躍している講師より、デジタル化が起こす変化と  

    日本の目指すべき方向性を 学びます。  

 

インターラクテイブな講義と少人数でのグループ討論を行い、多様な考え方を経験し、自分の

意見を説明する訓練を行います。 

 志、ビジネスリーダー、国際性企業経営，松下村塾，松下政経塾、リーダーシップ ♪כ꞉כ◐

─ ╘  インターラクテイブな講義と少人数でのグループ討論 

♥◐☻♩ 講義ごと配布 

 ・童門冬二著「吉田松陰上下」事前購読を推奨、  

・松下政経塾 「リーダーになる人に知っておいてほしいこと」 「リーダーを志す君へ」  

「君に志はあるか」（PHP研究所）  

・藤井清孝著「グローバル・マインド」「グローバルイノベーション」 

 割石博之（基幹教育院）講義開催日 

─  レポート 

∕─  割石 博之（基幹教育院）092- 642- 7292 hirowari@agr.kyushu- u.ac.jp  

谷口 説男（基幹教育院）  

【伊都】 

 

 

 

  



 

 

 アントレプレナーシップ入門（特論） 

 14881010 ♪כ◖

 社会性/QREC 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 前期 （前半）4/16, 4/23, 4/30, 5/7, 5/14, 5/21, 5/28, 6/4(4 限)  

 選択 

 2.0 

 五十嵐 伸吾 

  

 修士 1 年 修士 2 年 博士 1 年 博士 2 年 博士 3 年 博士 4 年 

 伊都地区 

 なし 

 「アントレプレナーシップ」は狭義では「起業家精神」の訳語を当てられるが、広義にはイノ

ベーションを実現するための思考及び行動様式まで包括する概念である。本講義では「アント

レプレナーシップ」の基礎概念を座学で学ぶと並行してケーススタディ、DVDなど各種教材を

活用し学生自らが考える機会を提供する。 

─  「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレプレナーシップ」をもって行動する

こととはどのようなことかを学ぶ。 

─  次項目の基礎理解を目標とする。  

①アントレプレナーシップの体系。  

②キャリアデザインとアントレプレナーシップの関係。  

③リスクとリターンの関連性。  

④リスクと不確実性。 

 前期毎週水曜日4,5時限目毎回２コマ連続開講（2コマ×８回: 前期前半のみ開講）  

講義はQRECの五十嵐伸吾及び玉置浩伸の２名で担当する。  

講義の２回程度は外部講師を招聘する予定  

アントレプレナーシップの基礎概念として下記のトップクスについて自ら学習する機会を提

供する。  

１．アントレプレナーシップの定義  

２．アントレプレナーシップの必要性  

３．アントレプレナーシップとキャリアデザイン  

４．アントレプレナーシップのプロセス  

５．起業価値の発見・創造  

６．アイデア創出  

７．アントレプレナーシップの実際  

８．チームの立ち上げ 

 アントレプレナーシップ、気付き ♪כ꞉כ◐

─ ╘  2 コマ連続講義。座学、DVD教材、ゲスト講師招聘を組合せ。各回、演習を行う。 

♥◐☻♩ なし。講義毎に教材を指示あるいは配布する。 

 「20歳のときに知っておきたかったこと」（ティナ・シーリグ、阪急コミュニケーションズ） 

 原則、講義前後に実施する。より個別具体的な相談は日程調整の上、実施する。 

─  出席を重視する。出席 40％。講義評価 60%（うち五十嵐 30%、高田 30%） 

∕─  五 十 嵐  伸 吾 （ ﾛ ﾊ ﾞ ｰ ﾄ ･ ﾌ ｧ ﾝ/ ｱ ﾝ ﾄ ﾚ ﾌ ﾟ ﾚ ﾅ ｰ ｼ ｯ ﾌ ﾟ ･ ｾ ﾝ ﾀ ｰ ）092- 642- 4011 

igarashi@qrec.kyushu- u.ac.jp  

玉置 浩伸（ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌｧﾝ/ ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ･ｾﾝﾀｰ）  

遠隔講義：（メイン）伊都キャンパス  

【伊都】センター2号館 2307教室  

【箱崎】創造パビリオン ゼミナール室  



 

【大橋】5号館 525号室  

【筑紫】総合理工学府E棟 101講義室  

※基幹教育科目「アントレプレナーシップ入門」との連携科目 



 

 

 九大生よ、ビジネスを学ぼう 

 14881001 ♪כ◖

 人間性 

 2014 

 通年（前期・後期） 

 前期 火 1 

 選択 

 2.0 

 姜 益俊 

  

 修士 1 年 修士 2 年 博士 1 年 博士 2 年 博士 3 年 博士 4 年 

 箱崎地区 

 なし 

 九州大学の学部生の約８０％、大学院生の約９０％が企業に就職している現実を踏まえて、会

社やビジネスの本質について概観する。日本国内および米国シリコンバレーからの遠隔講義

で、多様な講師陣による「会社の形態の概説、新事業開発、研究開発、生産、マーケッティン

グ」、それを支える「人事、経理、財務、総務」、そしてこれらを統括する「マネージメント」

の各立場から会社とは何かについて経験も加えて論じて頂く。加えて、「起業」とは何か、ベ

ンチャーキャピタルの役割、起業経験者による苦労と楽しさなどの話をして頂く授業である。 

─  会社に入る前に会社の組織や機能についての本質を把握するとともに、ビジネス社会の中では

当たり前のビジネスセンスや経済原則とは何かを感じ取っていただきたい。会社やビジネスを

学習して入社する場合と、そうではない場合とでは、各自のキャリア設計において大きな違い

が出ると信じている。ただ会社で言われたままに与えられた仕事をして、漠然と過ごすのでは

なく、自分は何が得意か、何をすれば他人より優れたことが出来るかを早く発見して、会社の

中でもそれに向けた勉強をして、それを生かせる部門で働くことを狙う積極的な生き方をする

手掛かりを与える。将来、転職することがあっても平気で対応できるという強さを身に付ける。

同時に、起業することや会社の中で新事業を開発することは何かを身近に感じて頂く。これか

ら企業の中に入っても、その中でイノベーション、すなわち、新しいことを始める勇気と楽し

さにチャレンジする契機を与える。 

─  文系でも理系でも、多くの学生が企業に就職している中、企業やビジネスの仕組みを勉強し、

理解することが非常に重要であると考えられる。そのため、受講者は多分野の情報を理解する

能力を身につけ、論理的に分析し、今後の進路や社会における役割を考えられることを目指す。 

 ・第１回 ４月15日（火）「なぜこの授業を行うのか−日本に必要なイノベーションとグロー

バル化」 カリフォルニアオフィス／箱崎キャンパスより 松尾 正人、九州大学カリフォル

ニアオフィス海外コーディネーター、姜 益俊、九州大学農学研究院准教授  

 

・第２回 ４月22日（火）起業論「僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。」 東京

オフィスより 出雲 充、ユーグレーナ㈱代表取締役社長  

 

・第３回 ５月９日（金）商社論「グローバルビジネスの現場−異文化理解の最先端、商社三

井物産で働くことの意義」 カリフォルニアオフィスより 三柳 健一、Senior Analyst 、Wasabi 

Ventures、三井物産より派遣  

 

・第４回 ５月13日（火）「ベンチャーキャピタルから見たネットビジネスの動向」（仮） カ

リフォルニアオフィスより 宮田 拓弥、Scrum Ventures 設立者 ／ゼネラル パートナ ー  

 

・第５回 ５月20日（火）「ベンチャーキャピタルから見た日本の新事業立ち上げ」 箱崎キ

ャンパスより 菅谷 常三郎、㈱ジャフコ・アメリカ社長  

 



 

・第６回 ５月27日（火）「私のマーケティング活動とそこから学んだもの」 東京オフィス

より 井上 隆久、トップエッジコンサルティングファーム社長  

 

・第７回 ６月３日（火）経理・財務論「経営の視点から見た経理・財務の役割」 箱崎キャ

ンパスより 玉井 邦昌、㈱コマース21 代表取締役社長  

 

・第８回 ６月10日（火）起業論「私のめがねビジネスとそのビジネスモデル」 東京オフィ

スより 田中 仁、㈱ジェイアイエヌ 代表取締役社長  

 

・第９回 ６月17日（火）「食品企業のバリューチェーン ～研究開発を中心に原材料調達か

ら販売まで～」 箱崎キャンパスより 満生 昌太、味の素( 株) 食品事業本部食品研究所次長  

 

・第10回 ６月24日（火）「製造業における生産管理はどのように行われているか」 箱崎キ

ャンパスより 宮本 正文、元日本ゼオン株式会社顧問・元ゼオン化成株式会社会長  

 

・第11回 ７月１日（火）「サイエンスをやりがいのある仕事につなげるために必要なリーダ

ーシップとは？」 箱崎キャンパスより 荒金 久美、株式会社コーセー取締役／元コーセー株

式会社執行役員研究所長  

 

・第12回 ７月８日（火）「あなたがグローバル人材になるためには何が必要か？」 東京オ

フィスより 大槻 忠男、大槻コンサルティングインターナショナル代表  

 

・第13回 ７月15日（火）「組織の中で仕事を「達成」するための方法」 箱崎キャンパスよ

り 松尾 正弘、元ワーナーミュージック・ジャパン 取締役人事本部長  

 

・第14回 ７月22日（火）「組織における実践的コミュニケーション」 箱崎キャンパスより 

松尾 正弘、元ワーナーミュージック・ジャパン 取締役人事本部長  

 

・第15回 ７月29日（火）「まとめ」 カリフォルニアオフィス／箱崎キャンパスより 松尾 正

人、九州大学カリフォルニアオフィス海外コーディネーター 姜 益俊、九州大学農学研究院

准教授 

 会社の機能、ビジネス、イノベーション、コミュニケーション、マーケティング ♪כ꞉כ◐

─ ╘  15回のオムニバス講義である。 

♥◐☻♩ その都度、紹介する。 

 その都度、紹介する。 

 常時メールにて受け付ける。 

─  出席状況やレポート提出を総合し、１００点法で成績評価を行う。  

講師との意見交換・質疑応答への参加は、加算点として考慮される。 

∕─  姜 益俊 （農学研究院）092- 642- 7607 kangnew@agr.kyushu- u.ac.jp  

遠隔講義：  

    カリフォルニアオフィス  

【箱崎】21世紀交流プラザⅠ 多目的ホール  

【伊都】総合学習プラザ 2F AMS講義室１  

【大橋】5号館 525教室  

※全学教育科目「課題科目Ⅱ：企業とは何か、ビジネスとは何かを学ぼう」との連携講義 

 

  



 

 

 大学院生に対する人間教育 

  ♪כ◖

  

 未定 

 通年（前期・後期） 

 未定 

 選択 

 2.0 

 未定 

  

 修士 1 年 修士 2 年 博士 1 年 博士 2 年 博士 3 年 博士 4 年 

 未定 

 未定 

 未定 

─  未定 

─  未定 

 未定 

 未定 ♪כ꞉כ◐

─ ╘  未定 

♥◐☻♩ 未定 

 未定 

 未定 

─  未定 

∕─  授 業 の 開 講 状 況 に 関 し て は 九 大 大 学 院 共 通 科 目 案 内 の ホ ー ム ペ ー ジ を 参 照 の こ と

http://rche.kyushu - u.ac.jp/~in - kyotsu/index.html  

 

 


